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学
説
の
概
観

判
例
の
概
観
と
検
討

学注

凶

英
米
訟
の

52ω
ロ
ゲ
招
晶
司
一
一
司
旦
一
言
白
の
桧
理

戸

五

わ
が
法
に
お
け
る
構
成

神

序

英
米
法
上
の

CPLgntg仏
宣
言
回
2
宮
-
の
法
理
を
闘
防
止
し
て
、
他
の
法
濯
に
よ
っ
て
類
似
の
結
果
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
〉
ヨ

g
は、

つ
ぎ
の
宮
棄
を
も
っ
て
、
そ
の
【

H
E
r
n
-
a
a
F
E昌
弘
明
色

iIMEMNumrzsLFUZE}g
と
題
す
る
論
文
ー
を
は
じ
め
る
a

「

d
E
E。
脚
色
町

Boa-が
、
外
観
上
は
木
人
で
あ
喜
代
理
人
に
よ
っ
て
璽
一
者
と
の
問
に
な
さ
れ
た
契
約
を
綬
拠
に
訴
え
、
ま

た
訴
え
ら
れ
う
る
と
い
う
法
理
は
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
ζ

の
町
田
ハ
ア
d
リ
カ
》

の
法
に
お
い
て
揺
ぎ
な
く
磁
史
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
桧
寓
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を
法
民
総
で
攻
撃
す
る
と
と
は
、

F
ン
キ
ホ
1
テ
の
よ
う
に
見
え
Z
G
合

A25-片
)

で
あ
ろ
う
。
」

と
こ
ろ
で
、
わ
が
商
法
亙

O
四
条
は
、
商
行
為
の
代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
す
る
ζ

と
を
示
さ
ざ
る
と
念
と
雄
も
そ
の
行
為
は
木
人

に
対
し
効
ゐ
を
生
ず
る
、
と
規
定
し
、
菌
汚
為
の
代
寝
忙
お
い
て
は
、
民
法
一

O
O
条
の
原
刺
と
奨
っ
て
代
理
関
係
が
表
示
き
れ
な

し、

初
ム

'" tにζ 
お
b、
て
、U合、
代
理
人
の
作

為
に
よ
っ
て
木
人

は
第

者
自ζ

対
し
て
杭
渋
権
利

~1i 
務
< 

車
得
す
る、
と
す

る
の
泊a

趨
法
五
o 
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条
に
閲
す
る
判
例
ア
視
の
多
数
説
で
あ
る
が
、
後
述
す
忍
よ
う
に
、
己
の
よ
う
な
児
併
に
対
し
て
、
学
説
中
に
批
判
が
み
ら
れ
る
の
み
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な
ら
子
、
判
例
中
に
も
収
近
は
こ
の
よ
う
な
は
併
を
排
斥

F
る
も
の
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
商
法
五

O
阿
条
に
つ
き
、
前

の
口
見
解
と
臭
っ
た
結
論
を
導
い
た
と
し
て
も
あ
な
が
ち

ρ
g
g
E
と
い
わ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

本
稲
は
商
行
為
の
代
理
に
お
い
て
、
代
理
人
が
代
理
意
思
の
表
示
な
し
に
本
人
の
た
め
に
行
為
を
し
、
そ
の
相
手
方
《
以
下
単
に

第
三
者
と
い
う
)
に
お
い
て
代
理
人
の
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
過
失
な
く
知
ら
な
か
っ
た
場
合
の
、
利
害
関
係
者
閣
の
誌
律
騎
係

を
検
酎
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

代
理
意
思
の
表
京
な
く
し
て
代
現
行
為
の
成
立
会
認
め
、
第
三
者
が
代
理
人
の
本
人
の
た
め
に
す
石
こ
と
そ
知
ら
ず
か
ヲ
知
る
こ
と

を
得
な
い
場
合
に
も
、
本
人
と
第
三
者
と
の
聞
に
直
径
の
法
律
関
係
の
成
立
す
る
こ
と
を
認
ゐ
る
と
と
は
、
法
律
行
為
の
一
般
原
則
に
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し
て
一
つ
の
変
則
合

g
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q
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あ
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す
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あ
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。
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意
思
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代
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行
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一
般
K
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A
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、
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E
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述
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す
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、
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接
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が
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ら
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還
の
方
式
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定
し
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と
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検
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右
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検
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岡
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概
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検
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実
際
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を
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め
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代
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及
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代
週
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三
者
に
対
す
る
債
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位
、
仰
木
人
及
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代
煙
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第
三
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に
対
す
る
債
務
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地
位
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法
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け
て
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入
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代
理
人
及
び
第
三
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の
権
剥
義
越
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す
る
。
と
い
う
の
は
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商
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五
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四
条
但
害
の
第
三
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か
ら
代
環
人
へ
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行
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す
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限
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で
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民
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解
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牲
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然
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導
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も
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で
は
な
い
し
、
ま
た
門
事
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間
必
利
蕊
衡
置
は
、
そ
の
関
係
を
一
度
個
々
的
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分
解
し
て
考
察
す
石
方
が
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わ
れ
わ
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て
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代
理
以
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制
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権
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引
受
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代
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委
任

等
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よ
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あ
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フ
ラ
ン
ス
法
に
お
し
て
は
民
仏
一
九
八
閉
条
一
項
は
、
「
委
任
又
は
委
任
状
し
と
は
、
人
が
他
人
に
対
し
委
正
信
者
の
為
に
且
委
任
者
の
名
に
按

て
成

h"を
為
す
権
限
を
付
与
タ
る
行
為
を
い
う
」
と
泊
四
定
し
、
右
の
線
疋
の
秘
釈
之
し
て
代
川
島
に
は
代
理
人
が
本
人
の
名
で
す
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る

と
成
五
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解
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れ
て
し
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ろ
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総
znの
と
と
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お
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代
迦
に
つ
い
て
も
何
ら
特
別
の

um定
を
お
い
て
い
な
い
岨
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み
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よ
う
に
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米
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い
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は
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本
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か
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ゆ
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対
ず
る
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求
、
第
三
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泊
ら
本
人
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対
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る
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い
て
被
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求
者
側
に
、
衡
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血
か
ら
多
く
の
抗
弁
三
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B
ω
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以
了
の
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ぐ
れ
た
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ー
か
あ
り
、
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梢
も
ま
た
右
の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
ス
す
い
の
で
あ
る
が
、
同
法
五
O
関
条
の
解
永
越
の
展
開
の
た
め
に
、

英
米
山
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日
間
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帥
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る
た
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に
、
主
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す
る
と
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が
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く
あ
る
。
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ず
本
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と
り
あ
げ
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と
と
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し
た
ω
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英
氷
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閉ま
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宮
】
の
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山
川
に
お
し
て
は
本
人
が
山
雄
伝
さ
一
者
全
訴
え
、
第
三
者
か
ら
訴
え
ら
れ
る
の
は
契
狩
法
の

般
出
則
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
変
則
で
あ
る
、
と
さ
れ
つ
つ
、
代
以
人
が
山
桜
泊
=
一
者
会
耐
え
、
節
一
二
析
か
ら
訴
え
ら
れ
る
の
は
何
ら
の
変
則
で
は
な

し
と
さ
れ
て
い
る
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E
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壁
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一
司
定
。
)
@



震調8

《

7
〕
と
の
点
で
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
旨
B
B
の
論
文
で
あ
り
、
。
。
ヨ
門
戸
vm再
国
防
自
g自
の
前
掲
諭
女
玄
。
畏
gmp
寸

d
o
w
g砂

弘前一
Z
M
M
C
S内
。
【

S
P
E
r
-
-
p
g
e
a
〉

ngmFZL
〉

MMagSR
〉
信
号

E
q
尽
の
富
田

a
m
g
寸

du
〈
但
し
玄
皇
子
a
l
p
p
E向。
-y

u
g
〉
円
。
長
島
宮
仏

R
d
o込
Rh言語
ω
E
F
6
a
a巨
飼
〈
ロ
ロ
ロ
告

E
s
a
m翠
ロ

OZ
斗

2

8古
伊

E
E
M
w
m
n
r
z
f
m
m
z
-
N
γ
』
尚

H
p
m
県出。

慨
に
よ
っ
た
)
の
諭
文
、
及
び

45HEms-1円。=-冨
g
を
ZLFMwgH
の
考
え
方
で
あ
る
E

学
説
の
概
観

xv 

商
法
王

O
四
条
の
解
釈
に
関
す
る
多
数
税
K
よ
忍
と
、
代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
法
律
行
為
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
し
か
も
民
法

" 
一
O

O条
の
代
理
の
顕
名
主
義
の
原
則
に
従
つ
て
は
代
理
行
為
が
成
立
し
な
い
場
合
T
)
区
お
い
て
も
、
そ
れ
が
本
人
の
た
め
に
商
行

雑

為
で
あ
る
な
ら

そ
の
行
為
の

量
jま
直
接
本
人
に

生
じ

本
人

は
第
コ

者
に

対
し
て

i 
利
丸

青

年
務
を
負
う

?と
だ

代
理

学

人
は
、
第
三
者
の
不
測
の
損
害
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に

第
三
者
に
対
し
て
履
行
の
責
任
を
負
う
(
互

そ
と
で
、
第
三
者
に
と
っ
て

法

み
れ
ば
、
そ
の
債
務
花
関
し
て
は
、
代
理
人
で
は
な
く
本
人
が
債
権
者
で
あ
り
、
そ
の
債
権
花
関
し
て
は
、
本
人
と
代
葱
人
が
不
実
正

戸

連
帯
債
務
者
の
関
係
に
だ
っ
。
商
事
代
理
に
つ
い
て
、
民
法
の
代
理
の
顕
名
主
義
に
対
す
る
例
外
と
し
て
と
の
よ
う
な
結
果
を
認
め
る

神

理
由
と
し
て
、
川
簡
易
迅
速
を
重
ん
ず
る
商
取
引
K
お
い
て
は
、
代
理
行
為
陀
際
し
て
一
々
木
人
の
た
め
に
す
る
ζ

と
を
表
示
す
る
の

は
煩
雑
で
取
引
の
敏
活
を
害
す
る
虞
が
あ
る
o
m凶
商
取
引
に
お
い
て
は
、
代
理
芯
思
の
表
一
一
不
が
な
く
て
も
相
手
方
に
お
い
て
そ
の
こ

と
を
知
っ
て
い
あ
こ
と
が
多
い
。

ω商
取
引
に
お
い
て
は
、
取
引
の
内
容
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
の
当
事
者
が
維
で
あ
る
か
は
必
ず
し

も
還
要
視
さ
れ
な
い
、
と
い
う
ζ

と
が
あ
げ
ら
れ
る

Z
ヨ

も
っ
と
も
、

解
釈
論
と
し
て
ζ

の
よ
う
な
見
解
を
と
る
も
の
の
中
に
も

そ
れ
が
商
取
引
の
実
情
に
適
し
た
立
法
と
し
て
立
法
論
と
し
て
も
と
れ
を
肯
定
す
る
見
解

Zγ
と、

営
業
の
人
的
施
設
と
も
い
う
ぺ
き

商
業

百
人
が
商
人
を
代
理
す
る
騎

宮
外
に
ま
で
乙
の
よ
う
な
取
扱
を
認
め
る
必
要
】ぷ

な
も、

と
し
て
説
法

問
K 
と

れ
を
批
判
す



ヲ喝

る
も
の
と
が
あ
る

E
Z
前
商
業
使
用
人
が
本
人
た
る
営
業
主
の
た
め
に
す
る
場
合
に
は

代
理
注
亙
を
表
示
し
な
い
場
合
に
も
、
民

法
一

0
0
条
但
ψ
に
よ
っ
て
代
迎
行
為
の
此
Y
を
認
め
ら
れ
る
掛
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、
商
事
代

m
kお
い
て
は
、
代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
す
る
己
と
を
表
示
せ
ず
に
法
律
行
為
を
し
た
幼
合
に
も
、
木
人
が
第

二
者
に
対
し
て
引
終
償
替
を
食
料
す
る
こ
と
は
こ
れ
を
認
め
な
が
ら
、
本
人
か
ら
第
三
者
に
対
し
て
代
盟
関
係
を
主
張
し
う
る
こ
と
は

こ
れ
を
認
め
ず
商
法
五

O
四
条
久
世
は
、
第
三
者
の
川
か
ら
本
人
ま
た
は
第
三
者
に
対
し
て
履
行
の
請
求
を
な
し
う
Z
と
と
を
定
め

商苓代迎における非顕名主義(神崎克'.1，'，¥)

ーふ

宅与

の
に
す

ぎ
ず

代
日
人

" 手J
為
の
効
果
カミ
本
人

K 
生
じ
る
と
し
て
も

そ
れ

本
人

か
ら

第

者
}と

対
し
て
直
姥
L守
求
で
ぎ
忍
」

と
を
定
的
♂
た
i

も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
凡
怖
が
あ
る
も
石

党
三
者
の
全
然
予
期
し
な
い
本
人
の
酎
怯
措
求
企
認
め

zv」
と
は

取
()I 

の
安
人
害
、
ι
害
9
る
と
こ
を
そ
の
到
由
と
す
る
。
こ
の
九
Mm
巳
よ
Z
Q
と
き
は
、
代
理
人
が
代
現
関
係
を
表
示
せ
ザ
に
本
人
の
た
め
に
行
為

を
し
た
似
合
、
泊
三
者
K
C
つ
て
は
、
そ
の
M
M
権
に
つ
い
て
は
、
木
人
と
代
理
人
が
不
口
正
述
帯
債
務
者
の
胤
係
に
た
つ
が
、
そ
の
償

務
に
附
し
て
日
、
民
訟
の
代
理
の
町
名
セ
み
の
阿
川
が
妥
九
ず
石
川
恒
什
と
同
様
に
、

ぶ
人
な
は
な
《
代
克
人
の
み
が
債
務
者
で
あ
り
、

第
三
者
は
、
後
日
代
理
附
係
や
一
明
ら

h
p
k
し
て
、
自
殺
ぶ
入
に
対
し
て
履
行
の
清
水
を
す
る
ζ
と
は
で
き
な
い
。

と
れ
ら
の
、
問
事
代

m
K本
人
の
町
名
を
必
裂
と
は
し
な
い
釘

M
K対
し
て
、
さ
ら
に
、
商
事
代
涯
に
お
い
て
も
民
五
代
却
に
お
け

る
と
同
様
の
方
式
を
必
裂
と
す
る
見
M
b
c
な
え
ら
れ
て
い
る
U

す
な
は
ち
、
あ
る
い
は
、
長
法
に
お
い
ど
も
、
代
理
人
が
代
理
関
係

を
亦
さ
な
い
場
合
で
も
、
相
J

方
が
そ

ω本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
佐
知
り
、
ま
た
は
知
る
と
と
を
得
ベ
か
り
し
場
合
に
は
代
理
の
効

采
が
H
2
A
す
る
と
し
て
本
人
の
利
益
を
は
か
り
、
他
方
説
法
に
お
い
て
も
、
相
手
方
が
本
人
の
た
め
に
す
る
と
と
を
知
ら
ず
、
か
つ
知
ら

な
か
っ
た
乙
と
に
つ
い
て
ほ
失
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
代
班
人
K
対
し
て
股
行
の
品
求
が
で
き
る
と
し
て
相
手
方
を
保
設
し
て
い
る

の
で
、
民
商
法
に
お
日
る
代
明
北
の
方
式
ま
、
実
際
」
の
結
束

κ布
い
て
若
じ
る
し
く
依
近
し
て
い
る
。
認
す
る
に
民
詣
法
の
刊
に
は

四

実
質
に
お
い
て

r呉
は
な
い
も
の
と
H

う
べ
を
と
あ
る
が
、
顕
名
、
非
顕
名
の
出
発
点
陀
お
い
て
民
法
と
商
法
と
で
は
逆
に
な
っ
て
い



筑.

る
の
で
立
証
責
恒
の
問
題
に
影
響
を
生
じ
て
き
、
頭
名
主
主
胞
を
採
る
民
法
さ
は
、
代
理
人
が
代
理
関
係
を
友
一
一
示
せ
ず
に
み
人
の
た
あ
に

行

為
を

し
た
場
合

代
R 
I 
:fj 
為
の
効
果
を
主

張
す
名

者

" 第
者
の
代
理
関
係
に
っ
し1
て
の

霊
ま
た
は
過
失
を

五
乙
責
任
を
負

祖
す
る
が
、
非
願
名
主
義
を
採
用
す
る
薦
法
で
は
、
代
mm
の
効
果
を
否
認
す
る
者
の
側
台
第
三
者
の
代
理
関
係
に
つ
い
て
の
善
意
時
過

失
を
立
証
す
る
責
任
を
負
担
し
、
民
商
法
の
代
理
の
方
式
に
聞
す
2
9ま
異
は
、

と
の
立
証
責
任
の
所
在
の
走
異
に
す
ぎ
な
い
と
し

A
Z

あ

る
む、

iま、
代
理
意
思
の

表
不

な
く
し
て
代
理
作

為
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は

代
理
の
本
質
陀

反
す
る
も
の
で

あ
り

代
理
人
の
内

部
意
思
に
よ
っ
て
代
県
行
為
の
成
否
を
定
め
る
冨
)
の
は
取
引
の
安
全
を
害
す
る
。

商
法
五

O
四
条
の
思
定
は

商
行
為
の
代
理
は
、

xv 

特
に
本
人
の
た
め

す

る

主
3昔、

さ
ず
と
も
事
実
上
其
事

責
得
n 
eゴk
Ji 
る

与
る
当
然
の
規
定
で
あ
っ
で

民
法

B 
条
但

鉱

蓄
と
周
魁
国
円
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
百
三
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
K
よ
る
と

代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
す
忍
こ
と
を
示
さ
ナ
行
為

雑

を
し
、
第
三
者
も
又
代
理
劇
係
に
つ
き
過
失
な
く
知
ら
な
い
掛
合
第
三
者
に
対
し
て
代
理
人
の
み
が
直
接
債
権
を
取
得
し
、
横
磁
を

学

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、

と
の
最
後
の
見
解
に
対
し
て
は
す
で
に
、
多
数
説
に
よ
る
と
代
理
人
が
代
理
意
思
を
有
し
た
り

法

号。

否
ゃ
に
よ

任
理
の

草
の
発

i 
有

し
う
る

か
ら
不
当
で

あ
る
と

う

点
の
非
難
に
関
し
て
は

代
理
人
の
行

宗
本
人
の
た

戸神

め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
墨
と
信

F
父
母
正
当
の
理
由
が
相
手
方
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
禁
反
雪
の
原
則
だ
よ
り
代
理
人
に
於
て
代
理

意
思
の
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
え
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

と
の
非
難
は
当
ら
す
、

ま
た
商
事
代
理
に
非
顕
名
主
義
を

認
め
Z
Q
か
ら
と
い
っ
て
も
、
本
人
か
ら
第
三
者
に
対
し
代
理
効
果
を
主
張
し
う
る
こ
と
を
認
め
な
い
な
ら
第
三
者
の
地
位
を
害
す
る
と

と
に
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
批
判
(
想
が
あ
忍
が
、

右
に
い
わ
れ

こ
の
批
判
は
、
後
者
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、

前
者
忙
つ
い
て
は

る
禁
反
言
の
原
則
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
民
法
一

O
O条
但
書
に
よ
っ
て
も
代
理
効
果
の
成
立
を
認
め
う
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
必
ず
し
も
正
鵠
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。
た

t
と
の
見
解
は
、
商
取
引
に
お
い
て
は
、
代
理
人
と
法
律
行
為
を
す
る
第
三
者

v
h

お
い
て
、
相
手
方
で
あ
る
代
理
人
の
背
後
の
代
理
関
係
を
実
際
よ
知
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
す
る
な
ら
ば
、
第
三
者
の
代
理
関
係



タ鐸

に
つ
い
て
の
善
意
無
過
失
に
つ
き
民
事
代
理
と
商
事
代
理
と
の
問
に
立
証
責
任
を
反
対
に
す
る
と
と
は
十
分
意
義
の
あ
る
と
と
で
は

あ
墨
が
、

商
法
亙

O
四
条
但
替
の
文
言
と
は
調
和
し
な
い
憾
み
が
あ

乙
の
見
解
の
ま
事
者
に
よ
っ
て
自
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

る
A
H
V
O

』
』
れ
ら
の
各
見
解
の
詳
細
な
検
討
は
、
第
五
章
に
お
い
て
行
い
た
い
。

者(
の l
!!l¥ "-' 

塁王
が-
~ 0 
件。
主主
主1， 'Jf 
るに
がよ
れ
臨ば

主代
。理
同行
条 .. 
にが
よ;記
つぷ
たせ
よJ ず
〈、

"'代
本理
人人
に白
代身
犯が

tr ~ 
苫冨
効に
果対
治沿 L 
K主
じ直

;i 
R車
星学
者る
のた

主主
のは
み
な忽
ち三

商事代理における非厩名主義(神崎克郎〉

子
供
泊
火
を
旧
安
件
と
す
る
泊
に
つ
き
、
似
時
過
失
を
必
裂
と
し
な
い
児
絡
も
あ
あ
(
闘
中
(
耕
)
商
訂
ぬ
琢
義
要
箱
二
一

O
貢
、
小
町
谷
商
行
為
払
三
百
六

O員
、
石
井
商
法
豆
一
回
頁
)
が
企
業
正
常
ゅ
の
簡
易
丞
遠
性
を
旨
と
す
る
商
取
引
に
お
い
て
は
、
民
法
以
上
に
第
三
者
ぞ
保
護
す
る
必
要
は
な
い

の
で
繰
過
失
を
要
件
と
す
べ
き
で
あ
る
ハ
大
森

論
法
総
則
商
行
為
法
一
ヒ
三
頁
大
岡
高
行
為
法
三
問
責
、
西
原
商
行
為
法
-
一
一
一
ニ
頁
)
。

前
掲
一
六
七
頁
、
犬
隅
前
掲
三
三
質
、
石
井

(
2
v
田
中
(
緋
)
前
掲
一

O
一
買
、
鈴
木
山
随
行
為
溢

b
商
法
保
険
法

一
一
六
頁
、
夫
議

前
掲
一
円
頁
、
国
中
(
酸
)
新
版
高
行
為
捺
八
七
八
八
頁
な
お
西
原
前
掲
一
二
三
頁
註

2
v
B照。

(
3
〉
鈴
木
前
掲
一
六
買
、
大
森
前
掲
一
六
一
ハ
一
六
七
買
、
大
病
前
掲
三
三
頁
ロ
も
っ
と
も
と
れ
ら
の
廻
歯
除
、
商
事
代
理
に
顕
名
主
義
の

原
則
を
排
除
す
る
た
の
に
磯
信
律
的
に
い
わ
れ
て
い
る
の
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
、
商
法
五
O
-四
条
を
本
文
の
よ
う
に
解
釈
す
る
場
合
そ
の
説
明
と
し
て

ζ

れ
ら
の
型
向
円
か
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
之
、
う
存
度
に
留
ま
る
も
の
力
多
i
u
a

F思

i里
:i 

i; 

Ei 
i! 

;1 
協六

fi 

5ρ 

喜

重

'" 

前
抱
一
六
頁
‘
石
井
前
掲
一
五
買
、
大
隅
前
掲
三
四
賀
@
乙
の
点
に
関
し
て
は
、
伊
一
向

K
Z
ロ
国
自
任
官
官
民
砂
防
院
内
目
。
宮
叶

M21

Z
E
4
5墨
色
一
言
h
a
H
P
E
-
ω
H
N恥
が
、
。

a岳
民
F
m
r同
署

g
g
g
-専
向
一
に
つ
し
て
で
は
る
る
が
、
宮
家
主
の
使
恩
人
の
よ
う
に
、
本
人
の
た
め
に

従
践
的
地
位
に
お
し
て
行
為
を
す
る
事
答
に
の
み
、
本
人
の
た
め
に
す
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
な
I
V

で
す
る
行
為
苔
の
行
為
に
よ
っ
て
木
人
が
寵
按

第
三
者
か
ら
権
利
を
取
得
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
除
、
ま
ず
行
為
者
示
第
三
者
か
ら
悔
恨
利
を
取
得
す
あ
と
い
っ
て
し
る
乙
と
が
参
号
と
な
る
巴

(
5
〉
鈴
木



"" 

前
縄
六
一
頁
註
ハ
ム
ハ
て
高
図
「
商
事
代
理
」
民
事
誌
学
辞
典
仁
九
六
♀
頁
。
と
れ
に
対
し
て
は
酉
原
前
縄
一
二
三
頁
註
士
〉

(
6
)

小
町
谷

?
)
西
原
加
鍋
一
二
一
一
一
二
三
頁
a

(
8
》
商
高
代
理
に
お
い
て
も
代
到
人
の
本
人
の
た
泌
に
す
る
ぎ
思
カ
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
除
、

「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
に
つ
い
て
」
司

法
研
修
所
報
二
六
号
一
七
八
頁
参
照
@

xv 

(
9
V

竹
回
前
鍋
-
-

(
m
w
〉
小
町
符
前
掲
六
O

六
一
頁
註
《
六
》
@

一
一
一
買
‘
同
手
影
法
小
切
手
法
ニ
周
頁
a

U
)
竹
園
商
行
為
法
一
三
貰
大
綱
前
掲
一
二
四
買
a

誌多量

判
例
の
概
観
し
と
検
討

£這法

H
本
人
及
び
代
理
人
の
債
権
者
地
位

戸

結

し 111
た X
。徐

X 式
会会
紅祉
はの
、耳反

富里
二 A
ノ¥、は
L 、
ノ、
条 X
本株
Jζ 弐
(会
;1¥1. ~ふ

立の
問先
i去
z め

古に
四
条し
本か
さし
そ

に の
よ p

IJ， ~ 
"を
止塑

f t 
tナ
。と
Y 
と
の

問
tζ 

車
賃
借
契
約
を
締

神

右
の

A
の
な
し
た
泊
町
民
借
契
約

に
基
づ
く
債
杭
硲
訟
鶴
求
を
し
た
と
と
る
、

Y
は、

A
ほ
X
I
A
m
担
の
代
表
者
と
し
て
消
針
貸
借
契
約
を
続
訟
閉
し
た
の
で
あ
り
、
代
理
の

形
式
に
闘
す
る
商
法
二
六
六
条
は
、

A
の
右
代
表
行
為
に
は
妥
当
し
な
い
に
と
抗
弁
し
た
事
実
に
つ
き
大
答
炉
剰
大
1
4
七
年
五
月
一
五

日
(
民
毎
二
四
緑
八
五
O
頁
)
は
、

つ
夜
、
の
よ
う
広
い
っ
て
Y
の
主
張
を
排
斥
し
た
。

「
会
社
の
取
締
役
は
、
其
代
理
人
た
る
を
以
て
、
会
可
の
取
締
役
が
会
社
の
為
め
に
す
る
と
と
を
示
き
ず
し
て
為
し
た
繭
行
為
に
つ
き

商
法
第
二
六
六
条
の
適
用
あ
る
と
と
言
を
綾
た
ず
。
」



可

判
決
は
、
商
戸
行
為
の
代
担
人
が
代
理
関
係
を
一
T
c
?
に
本
人
の
た
め
に
行
為
を
し
た
場
合
、
本
人
は
当
ゑ
に
第
三
者
K
対
し
倹
稿
者

地
位
を
取
得
し
、
己
の
理
は
会
社
代
表
者
の
一
汀
為
に
つ
い
て
も
同
機
で
あ
る
と
す
る
a

し
か
し
、
か
か
る
事
誌
に
お
い
て
は
、
代
理
、

代
表
の
踊
名
主
義
を
慣
い
て
も
、
多
く
の
場
合
に
は
、
行
為
者
A
か
ら
本
人
X
へ
の
債
権
譲
波
に
よ
っ
て
同
一
結
論
に
速
し
う
否
の
で

あ

り

阿
}
結
論
に
迭
し
え
な
い

A
が
債
権
を
主
張
す
与
な
ら

Y
が
抗
弁
を
主
眼
し
う
る
問
似
合
〔
民
法
凶
六
八
条
ニ
項
委
照
〕
に
は
、

後
述
す
る
如
く
、

こ
の
よ
う
な
推
論
の
正
当
性
は
応
酬
あ
て
疑
わ
し
い
。

商事化阻における非顕名主義(神碕克郎〉

凶
材
木
商
X
か
ら
材
太
売
却
の
委
任
を
受
け
た
A
が
Y
K
対
し
て
X
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
さ
子
に
本
件
材
木
を
売
却
し
た
の
で
、

文
が
本
人
と
し
て
Y
K
対
し
て
材
木
売
買
代
金
の
請
求
を
し
た
と
と
ろ
、
原
審
は
、
代
理
の
非
顧
名
を
理
由
に

X
の
請
求
を
排
斥
し
た

商
法
二
六
六
条
ペ
現
行
商
法
五

O
四
条
V

を
援
用
し
て
上
告
し
た
。

大
審
院
判
昭
和
三
年
三
月
二
七
臼

大

童
数

の
で
、

X
は

例
ニ
巻
民
七
四
頁
)
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
原
審
判
決
を
破
棄
し
た
G

「
高
行
為
の
代
現
人
が
本
人
の
為
め
花
す
る
と
と
を
示
さ
ざ
る
と
き
と
雄
も
其
の
行
為
は
本
人
に
対
し
て
其
の
効
力
を
封
ず
る
と
と

;ま、
商

事
大
F、
条
の
劃
定
す
る
所
な
る
を
以
ず， 、
材
木
商
た
る
ヌ
カミ
木
材
の

霊
を

な
す
に
付、
其
の
代
3翌
人
た
る
A 
K 
S舎
で
x 

の
為
め
に
す
る
己
と
を
示
さ
き
る
と
念
C
雌
ー
も
其
の
行
為
は
木
人
た
る
X
K
対
し
て
其
白
効
力
佳
生
ず
べ
き
は
言
を
唆
た
ざ
る
所
な
り
。

然
る
に

高
決
は、
A ，、
X 
の
委
任
役
受
け
本
件
材
木
各

Y 
K 
Fち
渡
し
其
の

" 渡
桂
信b
元

了
し
た

る
事
実

を
認
め
た
る
k 
f臼
ら
ず

A ，、

Y 
に

対

主
人

た
る
X 
の
為
ぷ:う
に

す
る
こ

さ
と注
ホ
さ
ず
し
て
本
件
喝

刈

買
を
為
し
ア}
る
こ

と
率

三割
向
と
し
て、
右
A 
の

" 為
は
本
人

" る

x
k其
の
効
力
を
生
d
f
d
d
る
も
の
と
判
定
し
た
る
は
失
当
と
す
。
」

本
件
に
つ
い
て
も
ま
た
、
代
理
の
顕
名
主
義
を
貫
い
て
も
、
引
で
の
べ
た
と
同
様
に
A
か
ら
X
へ
の
債
権
蹴
疲
区
よ
り
、
あ
る
い
は
、

A
が
右
債
権
論
穫
を
せ
ず
か
っ
然
資
力
で
あ
る
場
合
に
は
、
民
法
六
四
六
条
一
一
項
に
よ
り
A
K
対
し
債
権
者
で
あ
る

X
の、

A
の
Y
K

"'" 
対
す
る
債
権
の
代
位
行
使
(
民
法
四
ニ
コ
条
》
に
よ
り
、
同
様
の
結
集
に
到
達
す
る
己
と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
ょ
の
点
に
闘
す
あ
限
り
、
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X
の
Y
K対
す
る
宣
接
情
求
を
代
理
の
非
顕
名
主
講
演
か
ら
認
め
る
必
要
は
な
い
。

ω電
気
器
具
商
を
営
み
、
羊
毛
の
売
買
に
携
っ
て
い
な
い

X
は
、
他
に
転
売
し
て
利
益
を
得
る
目
的
で
、
学
毛
の
加
工
販
売
等
K
従

事
し
て
い
た
A
か
ら
単
毛
を
買
受
け
、
己
れ
を
他
に
売
却
す
る
為
佐
代
塑
権
を

A
に
綬
与
し
、

A
は、

X
の
た
漁
り
に
、
じ
か
し
そ
の
こ

と
を
示
き
ず
に
右
羊
毛
を

Y
に
売
却
し
た
o
A
の
右
売
買
契
約
を
理
由

K

X
が
Y
K対
し
て
売
買
代
金
を
訴
求
し
た
と
こ
ろ
、

Y
は、

本
件
羊
毛
は
A
が
代
表
者
で
あ
る
B
会
社
か
ら
質
入
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
代
金
債
務
は

Y
が
B
K
対
し
て
有
す
る
債
権
を
自
働
債
権

と
し
て
相
殺
し
た
と
抗
弁
し
た
事
案
に
つ
を
、

岐
阜
地
判
昭
和
三
七
竿
二
月
六
日
〔
T
l
E
再
築
一
三
一
巻
一
七
O
頁
)
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い

xv 

っ
て
Y
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

「
商
法
五

O
四
条
の
規
定
は
、
企
業
主
体
の
経
営
活
動
が
そ
の
組
織
の
下
に
あ
る
循
勤
者
の
行
為
に
よ

総

り
大
量
か
っ
継
続
的
に
展
開
さ
れ
る
場
合
、
と
れ
に
含
ま
れ
る
個
々
の
行
為
に
つ
き
一
々
そ
の
主
体
の
名
を
表
示
す
る
と
と
が
煩
雑
で

雑

取

敏
活

字

そ

f 
喜
為

主

豊
富
す

量
な

そ

必
要

書
す

学

等
@
事
情
を
考
慮
し
て
民
法
の
縫
定
(
同
法
第
一

O
O
条
〕
を
修
r
に
し
た
も
の
と
解
き
れ
る
の
で
あ
る
が
、
商
法
第
五
O

一
条
第
-
号
の

法

絶
対
的

賀
行

為
は

そ
の
主
体
の
L、
治通

ん
iこ
拘

b 
r 
営
利
的
意
思
の

存
在
の
み
に
よ

品
J:llj 
的
に
そ
の
行
為
が

費
削

為
と
な
忍
の
で
あ

戸

る
か
ら
、
か
よ
う
な
行
為
が
代
理
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
が
企
業
組
織
の
下
に
お
い
て
そ
の
経
営
活
動
の
-
部
と
し
て
な

神

さ

れ
f】
も
の
で
な
し1

" ら
ーま、
形
式
的
に
高
行
為
で
あ
る， 
と
だ
け
で

商

重
き
四
条
本
文
の

規
定
の
適
用
を
龍
め

る
と

と
は
そ
の

盤
旨
花
反
す
る
と
と
と
な
る
で
あ
る
う
。

そ
と
で
本
件
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、

A
が
X
の
代
建
人
と
し
て
本
作
羊
毛
を
売
却

ν
た
の
は
成
程
商
行
為
〈
商
法
努
孟
O
一
条
第

一
号
)
で
あ
る
が
、

と
れ
ば
電
気
器
具
商
を
営
む
X
の
営
業
と
は
無
関
係
、

個
別
的
に
な
さ
れ
た
営
利
行
為
に
す
よ
さ
ず
、
代
理
関
係
の

存
在
を
認
め
う
べ
き
事
情
ま
た
は
外
観
が
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
あ
証
拠
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
商
法
五

O
四
条
本
文
の
規

定
の
趣
旨
に
鍵
み
、
本
件
は
そ
の
適
用
を
受
く
べ
き
場
合
で
は
な
く
、
従
っ
て
A
が
X
の
代
遺
人
と
し
て
な
し
た
木
件
羊
毛
の
売
買
契



可

約
は
本
人
た
る
X
Kキ
し
な
い
。
」

判
決
は
、
指
再
代
程
に
非
碩
名
主
誕
ポ
妥
当
す
る
こ
と
を
一
応
沼
め
(2v
な
が
ら
、

絶
対
的
商
行
為
の
如
き
、
待
為
の
継
泊
四
性

犬

~ 
件

" U日
め
ら
れ

な
b、

ム

'c 
は、
代
)E 
? 

必
の

" 不な
く
し
て
イU

'" rr 
1¥ 
の
成
す

を
l也
め
え
ず

と
し
て
X 
の

品
、去
を
東
却
し
た
( 

3 
3 

し
か
し
、
商
法
五

O
四
条
の
す
A

乙
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
商
行
為
の
典
型
と
し
て
の
絶
対
的
議
行
為
の
代
理
に
つ
き
商
法
五

C
四
条
の
遮

周
を
排
除
す
る
乙
と
は
問
題
で
あ
る
。

商事代短にお?るゴド量販名主義(神崎克1:>)

川
間
代
薄
商
A
は、

X
の
た
め
に
、
し
か
し
そ
の
に
と
を
一
不
さ
ず
に
そ
の
振
動
筋
二
個
を
Y
に
売
却
し
た
B
A
の
右
兎
買
を
担
拠
K
本

人
た
z
e
X
泊

Y
K
売
買
代
金
を
訴
求
し
た
と
こ
る
、

Y
は、

A
は
右
売
員
契
約
唯
締
結
の
路
代
理
関
係
を
友
京
せ
ず
、

Y
も
そ
の
乙
と
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
荷
法
第
五

O
四
条
但
世
に
よ
り
、
右
売
買
契
約
は
A
Y
問
に
成
V
し
、

Y
の
A
K
対
す
あ
売
買
代
金
債
務
は
、

Y
の
A
に
対
す
る
債
権
と
対
等
額
で
相
殺

υ
た
と
抗
弁
し
た
事
案
に
つ
き
東
京
温
判
昭
和
三
九
年
三
月
二
五
日
(
判
例
タ
イ
ム
ス
一
六
一

号
一
七
回
里
は
、
つ
街
、
の
よ
う
に
い
っ
て
X
の
詰
求
を
が
斥
し
た
。

「
商
法
五

O
四
条
本
文
は
、

い
わ
ゆ
る
非
顕
名
主
裂
を
採
用
し
て
い
あ
と
は
い
え
、
同
条
但
帯
を
考
慮
す
る
と
き
は
結
局
民
法
第
一

0
0条
と
同
趣
旨
の
と
と
を
記
載
し
、
た
だ
立
証
責
任
の
転
換
あ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
忍
。
し
た
が
っ
て
買

主
で
お
る
Y
に
お
い
て
本
件
取
引
が
X
主
張
の
よ
う
な
代
理
命
取
引
と
は
知
ら
ず
、
宮
た
と
れ
を
知
ら
ざ
る
に
つ
き
過
失
な
か
り
し
こ

と
を
立
証

会

な

と
き
は

支
応

対
し
て
も

車
引
の

霊
を

毒
し
え
る
も
の
と

え

る

よ
っ
て

本
件
に
っ

て
み

る
に

に
よ
れ
ば

Y
は
全
く
A
と
の
直
接
取
引
と
信
じ
て
本
件
取
引
に
山
田
た
と
と
、
本
件
注
文
脅
な
と
に
は
A
が
X
の
代
理
商
で
あ
る

ζ

と
を
う
か
が
わ
せ
あ
に
足
る
記
載
綜
全
然
な
い
し
、
さ
ら
に

に
よ
れ
ば
、

A
は
取
引
の
信
用
や
体
裁
よ
と
と
さ
ら
に
代
理
商

と
恩
わ
れ
た
〈
な
か
っ
た
と
ル
を
認
め
る
と
と
が
で
き

と
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、

Y
は、

A
が
代
理
商
で
な
い
と
信
じ
、
ま
た
か
く

臨

信
じ
Z
K
過
失
な
か
り
し
も
の
と
い
え
る
。
」
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問
の
判
決
と
異
な
り
、
と
の
判
決
は
正
面
か
ら
商
事
代
理
に
』
お
い
て
も
顕
名
主
義
の
原
則
を
そ
の
ま
人
認
め
、
た
i
h

立
証
賛
涯
の
分

配
に
関
し
て
、
第
三
者
の
、
代
理
闘
係
に
つ
い
て
の
善
怠
鍛
過
失
の
立
証
fさ
代
理
行
為
の
成
立
を
省
認
す
る
者
に
負
担
さ
せ
て
民
法
と

は
突
っ
た
取
扱
を
す
る
。
従
つ
で
、
代
理
意
思
の
表
示
が
な
く
、
第
三
者
に
お
い
て
そ
の
こ
と
を
知
り
え
な
い
場
合
に
は
、
本
人
で
あ

る
X
の
債
権
者
地
位
は
否
認
さ
れ
志
の
で
お
り
、
川
、
凶
の
大
審
院
判
決
と
は
完
全
に
低
触
す
る
も
の
で
あ
否
。

間
制
型
糸
業
者

X
か
ら
繭
の
買
入
委
任
を
受
け
た
A
が
X
の
た
め
に
、
し
か
し
そ
の
こ
と
を
一
不
さ
ず
に
繭
を
買
入
れ
て
之
を
占
有
し
て

い
た
と
己
る
、

A
の
僚
傷
者

Y
が
右
繭
に
つ
き
仮
説
ル
押
を
し
た
の
で

X
が
Y
K
対
し
第
三
者
異
議
の
訴
を
提
起
し
た
事
案
に
つ
去
、
東

XN 

京
鈍
判
大

E
六
年
五
月
二
八
昆
〔
新
聞
二
一
七
八
号
二
七
貢
〉
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
と

X
の
碕
求
を
棄
却
し
た
。

.. 
「

X
が
製
糸
の
原
料
と
し
て
他
よ
り
繭
を
買
入
れ
る
と
と
は
之
を
商
行
為
と
宥
る
べ
き
は
言
を
倹
た
さ
忍
と
と
る
な
る
を
以
て
、
4
右

雑

し
A 
に
し
て
X 
の

毒
す
る
京3
〈
其
の
代
型
人
と
し
て
本

語
の
貫
入

去
し
た• もの
な
ら
ん
に
は
其
の
貫
入
を
為
す
に

際
し

売

学

主
ι 
対
し

主
た
る
X 
の

為
め

に
す
る
ζ 

と
を
示
U 

た
あ
と
杏
と
に
拘
ら

再
点

買
契
約
の

効
力

" E 
売

事
X 
と
の
閉
}己

引
ず

法

く
〈
粛
誌
第
一
一
六
六
条
)
、
随
っ
て
一
面
に
於
て

X
が
売
主
応
対
し
代
金
支
払
の
義
務
を
負
担
す
る
と
詞
時
に
、

地
面
に
於
て

X
ば
者
主

戸

区
対
し
磁
の
引
滋
を
求
む
忍
縦
剰
を
取
得
す
る
が
放
に
、
代
理
人
た
る
A
が
売
主
よ
り
繭
の
引
渡
を
受
く
Z
K
於
て
は
X
が
薩
接
売
主

神

よ
り
引
渡
す
官
受
け
た
る
と
同
一
の
効
果
を
生
じ
、

A
よ
り
未
だ

Y
ヘ
引
滋
き
さ
率
以
前
と
騰
も
某
の
所
有
権
は
当
然
V
A
K
帰
属
す
ぺ
く
、

之
に
反
し
て
右
A 
治Z

Eトi
k 
貫
入
の
委
託
を
受
け
た
る
に
止
ま
り
代
理
権
を
附
与
せ
ら
れ
ずこ

る
も
の
に
あ
ら

ぎ
る
と
き
は

x 
k 
対
し
て

移
転
を
為
き
ざ
る
限
り
、

X
は
尚
机
は
H
且

F
所
宥
続
を
取
得
す
る
に
由
な
き
も
の
と
す
。
左
す
れ
ば
、

A
が
X
を
代
劇
団
し
て
本
件
贈
を
買
入

れ
た
る
も
の
な
り
や
否
や
の
判
定
は
、
京
し
く
本
件
崎
求
の
v

否
ゼ
附
明
す
べ
き
一
割
鎚
た
り
G
」

A
口
、
大
証
一
一
の
よ
八
月
一
二
一
一
H
切

よ
り
同
年
九
月
五
日
に
至
る
迄

X
の
依
翻
本
一
受
け
約
五

0
0
0同
の
資
金
ぞ
預
句
若
干
の
報
酬
を
得
、
既
刊
取
次
人
と
し
て

X
の
為
め

其
の
計
算
に
於
て
世
間
の
賀
入
巨
従
事
し
た
る
と
と
並
び
区
本
件
似
差
押
の
繭
は
総
て
X
の
計
算
に
於
て
A
の
買
入
れ
た
忍
も
の
な
る
と



ヤ司

と
は
執
も
之
を
認
む
る
に
余
あ
る
も
、
当
時
A
が
独
立
の
糊
売
質
業
者
と
し
て
他
よ
り
資
金
を
借
入
れ
自
己
の
お
め
に
も
亦
醐
の
買
入

ふ
か
一
」
為
レ
白
り
た
る
w
p
定
志

に
よ
り
認
む
る
に
難
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
一
向
か
も
A
が
本
件
繭
の
貝
入
を
為
す
に
当
り
て
ぞ

L 

"μ 」
→ τf 忙
;こ
;:-1 
し

三つ企
3λ 、
の

J布
ゐ

す
る

と

工

示
ι¢ 三

←r 

の
よう
め

人
ーム
ど

ゐ
す
J坊
へ
jし

同

、
"l，) 

:'1 
己
の

九
伐
の
み
を
2、
fρ 

d 

k 
'J 

た
る
ニ
と
ほ

に
徴
し
明
か
な
る
と
ζ

る
な
り
a

斯
の
如
く
A
が
X
の
計
算
に
於
C
買
入
を
治
す
似
合
と
白
己
の
為
め
民
入
を
為

す
財
A
V
と
の
附
に
何
等
の
区
別
を
為
す
こ
と
な
く
均
し
く
臼
己
の
名
義
の
み
を
以
で
し
た
る
事
実
と
又
一
捕
に
訟
で
B
が
大
止
三
年
八

商事代理巳おける非顕名主義〈神崎支郎)

月
二

O
日
以
後
A
に
売
波
し
た
る
胸
代
金
の
巾
一
邪
の
支
弘
を
受
け
ざ
る
が
ゐ
あ
げ
共
の
謝
が
X
の
計
算
花
絞
て
買
入
れ
た
る
も
の
な
る

と
と
を
闘
知
す
る
や
直
銭
X
に
対
し
て
代
金
の
点
払
を
求
め
た
る
も

X
W
L於
て
之
カ
文
払
本
一
為
さ
ぎ
り
し
宗
実
と
を
対
照
し
て
媛
ふ
る

と
き
は
X
は
A
K
繭
の
買
入
方
を
安
任
し
た
る
も
代
理
権
を
授
与
し
た
る
こ
と
な
し
。
」

若
米
法
正
お
け
る
よ
う
に
、
本
人
(
烹
5
5
宮
戸
〉
の
た
の
に
す
る
栴
限
定

g
$
0
5
5
と
い
う
も
の
で
巾
何
者
の
舵
限
を
と
ら
え

ZV

て

し
ま
是つ

ず

代
埋
紘
を
伴
う

喜
と
そ
う
崎、
な
む、

喜
と， 
q二

区
引J
す
る
法
制j
で

は、
代
理

" 
" 額名
主
譲
治三

と
ら
れ
た
助
合
κ 
は

者
の

言
者
の

広
す
る
行
為
K 
基

き

言
者

第

者
κ 
対

て

E 

i 
号
取
得
す

か

従

て
X 
委
任
者

中
間
者
の
中
間
取
得
ハ
ロ
一
日

ogm括
協
品
目
旨
g)
を
経

F
K第
三
者
か
ら
所
有
怖
を
取
得
す
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、

中

!ま問
者
区
代
理
般
が
綬
与
き
れ
て
い
た
か
否
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
れ

5
6
)。
そ
の
倹
討
は
、
本
件
台
も
み
る
よ
う
に
決
し
て
容
易

-
般
論
と
し
て
は
商
事
代
理
に
お
い
て
は
、

本
人
の
た
め
に
す
る
と
と
を
一
不
さ
ず
し
て
伝
し
た
代
寝
入

な
も
の
で
は
必
い
。
判
決
は

の
行
為
に
よ
っ
て
本
人
が
債
権
者
地
位
を
取
得
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ

A
は
X
か
ら
代
理
依
授
与
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
X

の
請
求
を
界
れ
な
か
っ
た

刷

A
か
ら
そ
の
所
有
す
る
制
限
粕
の
売
却
委
託
を
受
け
た
X
は、

A
の
た
め
に
し
か
し
そ
の
こ
と
を
示
き
子
に
Y
K対
し
て
右
卿
粘
を

卸 7

売
却
し
、
そ
の
売
買
代
金
を
Y
に
訴
求
し
た
B

原
審
は
X
の
請
求
を
訟
や
た
の
で

Y
は
、
商
法
二
六
六
条
を
理
由
花
、

A
Y
聞
に
売
買



P 

醐

契
約
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て
、

X
は
と
の
売
買
代
金
債
権
に
つ
き
債
権
者
た
り
え
な
い
と
主
張
し
て
上
告
し
た
事
実
に
つ
き
大
審

院
判
別
治
問
二
年
二
月
三
日
(
新
聞
を
五
四
号
一
六
頁
)
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

「
原
院
は
、

X
が
A
の
委
託
に
よ
り
自
ら
売
主
と
な
り
Y
L
C
本
件
鰍
粕
の
売
買
を
為
し
た
る
己
と
を
認
定
し
た
る
も
の
に
し
て
、

A

と
X
と
の
聞
に
代
麹
関
係
の
生
じ
た
る
事
実
そ
認
め
た
る
も
の
に
非
ぎ
忍
や
判
文
上
疑
会
容
れ
ず
、

Y
は
商
法
第
二
六
六
条
を
盗
用
し
、

X 
泊込

A 
の

言
に

依

主
件
の

如

喜
作

為
す

品
し
ず-

2 
せ
ば
其
問
6乙
代
盟
関
係
の

奇
9 
る
事
実
を
否
定

寄
カ主
ら
ざ
る
も
の
の
女口

品
ず
る
も

開
条
jま
代
理
関
係
の

手
る
場
合
k 
tJ" 
て
規
定
し
た
あ
も
の
}ζ 

外
な
ら
ずε

し
て

費
行

為
の

霊
6ま
必
ず

t 
代
理
権

xv 

の
授
i

守
を
伴
ふ
も
の
に
非
ぎ
る
や
言
を
検
た
ず
。
」

誌

商
事
代
理
に
も
顕
名
主
義
の
凶
原
則
を
採
川
す
る
な
ら
ば
、

X
の
請
求
認
容
と
い
う
績
論
丘
当
然
に
導
き
う
忍
も
の
で
あ
る
が
、
非
顕

錐

名
主
義
を
採
用
す
忍
場
A
H
K
は、

X
の
債
権
者
地
伎
の
認
否
K
は

A
の
た
め
に
な
し
み
f
J
A
の
行
為
が
A
D
代
理
権
授
与
に
基
づ
く
も

学

の
な
の
か
、
町
な
忍
代
璽
織
を
伴
な
わ
ね
委
任
な
の
か
を
検
討
し
な
〈
て
信
な
ら
ぬ
E

と
め
市
問
者
の
債
権
者
地
位
と
い
う
点
で
も
、

法

じ
の
よ
う
な
似
釈
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
英
米
訟
の

E互い一五。
R
L
M
E去
母
包
の
法
姐
?ν
と
は
大
き
く
遼
ろ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

戸神

こ
の
よ
う
に
先
で
く
る
と
、
本
人
及
び
代
理
人
の
債
権
者
地
位
と
い
う
点
で
は
、
従
来
商
法
五

O
四
条
の
解
釈
K
つ
い
て
の
多
数
説

と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
本
人
の
み
が
債
権
者
で
あ
り
、
代
理
人
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
す
る
見
解
は
、
裁
判
例
で
も
必
ず
し
も
一
致
し

て
と
ら
れ
て
い
な
い
(
そ
の
こ
と
を
果
説
的
に
荷
接
判
示
す
る
も
の
は
仰
倒
の
判
決
の
み
)
し
、

と
の
点
花
関
す
る
限
り
で
は
顕
名
主
義
の

山
川
さ
れ
向
い
て
も
妥
叩
な
伽
決
が
得
ら
れ
、
ま
た
そ
の
方
が
よ
り
紛
争
を
少
な
く
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
乙
と
を
見
た
。
後
の
点

は
仮
に
咋
川
述
す
る
c

ハ
1
)
会
粧
の
代
表
機
関
が
会
社
の
た
め
に
行
為
を
す
る
相
場
Y
A
R

に
も
商
法
Z
R
O

四
条
の
適
用
あ
る
と
と
は
学
悦
に
お
し
て
も
函
め
ら
れ
て
い
あ
《
訟
本

増
打
育
む
為
法
王
ニ
頁
註
三
て
大
柄
前
縄
三
四
貰
)
@



可

「
代
理
関
係
の
庁
在
を
認
め
ラ
ベ
愈
事
情
又
除
外
観
が
存
在
し
た
と
と
を
恕
あ
る
に
足
る
証
拠
五
か
な
い
の

C
あ
る
か
ら
商
法
五

O
四
条
主
文

の
豊
周
に
緩
み
」
と
い
っ
て
い
る
と
と
る
か
ら
す
あ
な
ら
ば
、
判
決
は
あ
る
い
は
商
辱
代
理
に
お
い
て
も
、
す
〈
な
〈
も
第
三
者
に
代
理
問
串
を
磁

( 

2 
め
符
ぺ
き
事
情
の
存
在
し
た
と
と
を
要
件
と
す
る
の
で
は
な
U
か
と
一
も
恕
わ
れ
る
が
そ
れ
で
は
民
法
一

oο
条
と
司
し
に
な
っ
て
し
ま
え
あ
る
い

は
、
判
例
は
「
代
理
関
係
の
存
存
を
推
抱
し
う
べ
き
事
情
又
は
外
観
」
と
し
う
言
葉
の
下
に
当
骸
一
η
為
と
本
人
の
営
業
と
の
一
定
の
関
連
性
を
当
該
存

商事代理における非昌買名主務〈神崎克郎〉

為
の
際
の
第
三
者
の
認
輸
な
し
し
理
識
可
銘
性
L

と
関
係
な
し
に
辺
解
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
商
法
五
O
四
条
が
妥
当
す
る
場
合
に
も
、
民
法
一

0
0

条
と
垂
一
一
者
の
善
意
織
遜
失
の
宅
壮
賞
百
債
の
所
在
を
逆
に
す
る
の
み
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
3
〕
開
中
(
股
)
「
転
売
利
益
を
得
る
目
的
で
羊
毛
を
購
入
し
た
電
気
掛
巣
商
が
と
れ
を
代
理
人
に
売
却
さ
せ
た
場
合
し
と
商
法
五
O
凶
条
通
商
の
有
無
」

(
判
併
)
商
r
y法
務
研
究
-
一
三
七
号
二
七
頁
は
と
の
判
決
に
賛
成
。

ハ
4
V
豆
区
宏
内
lMJE密
-
h
a
p
U
E
〈
α
奇
R
Eロ
岡

r
e
H
B
m
r
m
s
z
n
g
島
県
内

H
A
8
0
ω
g
F
L
g怒
号

0
0
5
〉

hnz-20
舟町
d
q
貸
借
p
z
g

8wm』戸
SHHEPEBa
〈

ZEZmn-g包

a
a
g
)
L
E
宮
町
両
日

n
v
g
M
N
E
z
p
M
N
m
g
r
Nヨ
い

脈

問
。
旨
同
控
室
g
a
g乙
E
h同
何
MMEn-za岳
民
出
向
手
戸
各
国
島
町

'
Z
ド
出
包
宮

H
M匂腿

ω
C
N
H
P回
目
「
陛

お守山
wωω
戸

ωn沙
旨
E
T
M仰向
Ev--。♂ロ
g

八

5
)
代
理
篠
援
与
の
存
否
に
つ
い
て
は
と
の
よ
う
に
解
し
た
と
し
て
も
、
貫
入
代
金
の
前
払
の
お
る
場
合
に
、
賀
入
商
品
に
つ
い
て
委
任
者
X
と
受

信
drA
と
の
間
に
先
活
的
所
有
権
移
長
の
合
怠
が
あ
っ
た
も
の
主
推
定
さ
れ
る
(
大
判
大
E
四
年
一

O
R
一
六
回
民
録
一
一
一
慎
一
七
百
五
頁
近
藤

債
悔
は
一
各
論
一
回
『
頁
、
お
婁
債
権
各
論
中

ω六
八

O
貢
)
し
、
そ
の
よ
う
な
推
定
が
敬
ら
れ
る
場
合
に
も
委
任
に
お
し
て
は
、
受
任
者
の
債
権
者

除
、
委
仔
者
の
汁
算
号
取
得
さ
れ
た
も
の
を
受
任
者
の
責
任
財
監
と
み
な
し
え
な
い
〈
近
蔵
前
掲
-
凹
二
貢
、
部
碕
「
証
券
売
買
蚕
託
者
の
怯
的
地

位
(
一
》
紳
ド
法
学
級
紘
一
マ
一
巻
四
号
伝
一
一
三
頁
〕
と
し
て
反
対
の
結
論
に
違
す
べ
を
で
は
な
し
か
と
思
わ
れ
る
。

(
6
)
人
山
件
に
お
し
て
捻
民
法
一
二
ハ
条
温
帯
に
よ
っ
て
同
一
結
論
と
な
る
カ
も
し
れ
な
U
が
d

商
事
代
引
で
は
木
人
の
た
め
に
す
る
ζ

と
を
明
ら

，. 
に
せ
ず
に

話
し
た
自身
A 

に
も
Aド
人
に
仇
訟
の
債
権

者
調己

E 
Sら
め
る
な
ら
ば

本
件
の
よ
う
に

" 副総
喜
わ
ぬ

~ 
径
の
観
A 

後
に

支
は

制

舗
第
府
三
者
に
対
し
て
直
接
債
権
者
地
位
を
取
得
し
う
る
か
@
失
品
米
末
法
の

〔守官円E闘具仲与臥5号F宝
E-s直s直Hg雪ちbsbε
〉
し
う
る

a
K
つ
い
て
争
が
あ
る
〔
司
F。同昆
ω
8
同噌ι
ロ
P男ち5日母匂常宮
ω
&
h〉身戸f町悶肉【白旬
Q
H呂匂伊訟F恥少J
逼

包
zF掛
昆
股
宵
mz占
乙
@
芙
米
法
及
ぴ
わ
が
法
に
つ

追
認
を
し
て
、



，ro 

い
て
後
に
詳
し
〈
締
り
討
す
る
@

(
7
V
〉

HPEvBロ
E
4
H
a宣言
F
M
W
E区
宮

B
B持
aFZ}】
F
E
C
m
〉

m
g
n
w
L
E
P
窓
訟
「
吉
也

同

本
人
及
び
代
理
人
の
債
務
者
地
位

川
Y
の
受
任
者
A
が
Y
の
た
め
に
、
し
か
し
そ
の
と
と
を
示
さ
ず
に
X
銀
行
と
の
悶
に
消
費
貸
僧
契
約
を
続
給
し
た
。

X
は

右

A

と
の
消
費
貸
借
契
約
を
恨
拠
K
Y
に
対
し
消
費
貸
借
金
返
還
を
請
求
し
、
原
審
は
右
X
の
請
求
を
認
め
た
。

ζ

れ
に
対
し
、

Y
が
本
件

貸
借
は
A
名
義
に
よ
る
も
の
で
あ
忍
か
ら
商
法
=
六
六
条
但
香
に
よ
っ
て
A
が
責
任
を
負
う
ぺ
〈
、

Y
は
X
に
対
し
債
務
を
負
担
し
な

xv 

い
と
し
て
上
告
し
た
と
こ
ろ
大
審
院
判
明
治
三
九
年
豆
月
一
一
二
日
(
民
録
一
一
一
総
七
八
五
貰
)
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
上
告
を
棄
却

誌

し
た
。

雑

「
然
れ
ど
も
商
法
第
二
六
六
条
前
段
は
、
相
手
方
が
本
人
の
為
め
に
す
各
と
と
を
知
り
た
る
と
き
と
否
L
C
K
拘
ら
ぎ
る
規
定
忙
し
て
、

学

其
の
後

i 
は

相
手
方
治t

本
人
の
為
め
に
す
る
と

主
知
ら
ざ
り
し
と
き
は
代
理
人
医

対
し
て

島
行
の

E 
為
す
と

と
を
得

治

る
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
な， 
と

要
素
事
の
疑
を

容
る
可
か
ら
さr

長
K 
原
院
治E

X 
の
為
し
た
あ
本
件
貸
借

" 付
x 
k 
於
て

戸

Y
の
為
b
に
す
る
こ
と
を
知
り
た
る
と
杏
と
を
関
わ
ず
Y
に
対
し
其
の
効
力
を
生
子
べ
き
も
の
と
し
た
る
は
毛
も
木
法
に
非
手
。
」

神

代
理
関
係
の
表
示
な
き
限
り
、
代
理
人
の
み
が
債
務
を
負
担
す
る
と
す
る
よ
告
理
由
花
対
し
、
本
人
も
又
債
務
を
負
但
す
る
と
と
を

明
ら
か
忙
し
た
。

と
の
結
論
は
顕
名
主
衰
を
と
る
場
合
に
も
、
多
く
の
、
而
も
必
委
な
場
合
K
は
間
後
約
K
(債
権
者
代
位
指
吃
よ
っ
て
)

留
め
ら
れ
る
。

間
Y
を
代
表
社
員
と
す
る
合
名
会
社
A
の
所
有
す
る
建
物
に
つ
き
Y
は
、
自
己
の
個
人
名
義
で
保
存
委
記
を
な
し
、
と
れ
を
む
に
売

却
し
て
そ
の
旨
の
事
転
進
記
を
し
た
c
A
会
社
の
俄
産
凶
管
財
人
X
は
v
h
J
V
H
を
相
手
に
本
件
建
物
ば
A
所
有
の
も
の
で
あ
り
、
登
肥

は
実
体
上
の
権
利
状
態
と
符
号
し
な
い
、
と
し
て
掠
消
登
記
手
舗
を
求
め
た
@
V
H
は
、
仮
り
に
本
件
建
物
が
A
会
社
の
も
の
で
あ
っ
た



、'弔

と
し
て
も
、

v
h
は
A
会
社
の
代
表
社
長
で
あ
っ
て
v
h
の
売
却
行
為
は
A
会
社
の
常
業
の
た
め
陀
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
商
法
一
工
ハ
瓦

条
〔
現
行
商
法
五

O
三
条
)
二
六
六
条
に
よ
っ
て
も
は
本
件
建
物
を
取
得
し
た
、
と
抗
弁
し
た
事
案
に
つ
き
東
京
控
判
大
正
三
年
二
月
一
九

笥
〈
新
聞
九
三
四
号
一
九
頁
)
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て

X
の
請
求
を
認
容
し
た
。

「
商
法
第
二
六
六
条
の
適
胤
あ
る
に
は
、
代
理
人
が
英
の
資
格
に
鈴
て
為
し
た
石
行
為
な
言
。
と
と
を
憂
す
。
本
件
に
在
り
て
は
v
h
φ

主
張
に
依
る
も

y， 
tま
A 
A 

社
の
代
表
社
n 
な
れ

ど
も

共
の
資
格
に

於
て
は
本
件
の

売
買
を
為
し
アャ， 
も

" K 
$ 
ら
ず
し
て

自
己

"' 之

商4ルミ国における卦磁名主貌(神崎兎郎)

を
な
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、

仮
令
本
件
@
売
買
は
商
法
第
二
六
五
条
に
依
り
商
行
為
な
り
と
認
む
べ
き
も
の
と
す
あ
も
、
之
を
以
て

商
法
第
二
六
六
条
に
依
り
本
件
の
売
買
が
其
の
効
力
を
生
ず
と
断
ず
る
を
得
ず
。

従
っ
て
此
点
に
闘
す
る
v
h
の
抗
弁
は
其
の
当
を
得

ず
。
」判
決
は
、
商
事
代
理
に
一
お
い
て
は
、
本
人
の
た
め
に
す
お
こ
と
を
示
さ
な
い
易
合
に
も
本
人
は
代
理
人
の
行
為
に
よ
っ
て
債
窃
者
地

悼
を
取
得
す
る
ハ
建
物
の
所
有
権
移
転
読
務
〉
こ
と
は
認
あ
な
が
ら
、

本
件
で
は
v
h
が
A
の
代
表
者
の
資
格
で
売
買
し
た
の
で
は
な
く
自

己
の
た
め
に
し
た
と
し
て
X
の
請
求
を
認
め
た
。
し
か
し
、

A
の
た
め
肥
す
る
代
表
権
あ
る
者
が
A
所
有
の
建
物
を
売
却
す
る
行
為
が

行
為
時
の
顧
名
を
問
題
と
し
な
い
場
合
、
代
表
者
の
資
格
で
な
さ
れ
た
か
否
か
何
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
か
は
な
は
だ
不
明
で
あ
忍
。

も
し
当
事
者
の
内
部
窓
璽
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
な
ら
法
的
安
全
を
害
す
る
と
の
批
判
?
v
が
当
て
は
ま
る
う
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
本
人

が
利
益
を
得
た
か
否
か
K
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
一
般
代
理
の
法
理
と
調
和
し
が
た
い
宝
刀

問
Y
の
先
代
初
ヱ
は
、
他
か
ら
工
事
を
請
負
い
、

A
と
の
問
に
そ
の
下
請
負
契
約
を
一
紛
議
す
る
ム
共
に
A
に
対
υ
て
そ
の
工
事
に
裂
す

る
材
料
貫
入
の
代
理
権
与
援
を
し
た
。

A
は
、
右
工
事
に
必
要
な
材
料
を
自
己
の
名
義
で
X
か
ら
買
受
け
た
と
こ
ろ
、

X
は
Y
K
対
し

'" 
て
右
材
料
売
買
代
金
の
支
払
を
稽
求
し
た
事
案
吃
つ
台
東
京
控
判
L
人
正
七
年
四
月
一
一
六
日
〈
新
関
↓
四
O
七
号
ニ
七
買
〕
は
、

ろ
に
い
っ
て
X
の
請
求
を
排
禄
し
だ
。

つ
ぎ
の
よ



3~ 

実

を「
肯 A
震は
し単
う}と

ぺ A

31 
放の
た資
、格

仮に

主警
が本
木件
材木
商材

22 
乙よ

定員
当入

i f 
k も
争の
なに
〈し
従て
つ X

主主
件 A

言宣
がて

再里
為と
な看
り倣
とし
の居
推り
定た

主主

く
る
も
の

宇
る
も

商

事
六
六
条
;ま

此
の
左目
み

舎
に

青
せ
ら
る
可
き
法
条
に
あ
ら
ぎ

5 
E 

以
て
x 
と
A 
問
の

本
件
木
材
の

売
買
は

Y
に
対
し
効
力
を
及
ぼ
す
も
の
に
あ
ら
ず
。
閑
人
は
之
に
依
り
何
ら
の
債
務
を
負
担
す
可
き
筈
な
き
も
の
と
詞
ふ
可
し
a

X
の
請
求
を
桂
軒
目
序
す
る
た
め
に
、
判
決
は
、

A
が
本
件
売
買
を

A
の
資
格
で
な
し
た
と
と
、

X
は
契
約
締
結
時
に
お
い
て
は
A
を
異

主
と
る
な
し
て
い
た
と
と
、
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
者
は
、
商
事
代
理
に
非
顕
名
主
義
が
妥
当
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何
ら
代

xv 

随
行
為
が
成
立
す
る
と
と
を
排
除
す
る
た
め
の
、
従
っ
て
ま
た
本
人
が
第
三
者
に
対
し
直
桧
債
務
を
負
担
し
た
い
た
め
の
要
件
で
は
な

誌

く

前
者
。〉

点
も

A 
が

吋

か
ら

喜
ム
草

花

要
す
る
材

員
入
の

代

霊
の

授
与
を
受
け
て
お

り
そ
れ
に
要
す
る
材
料
を
買
っ
た
の

綾

「
自
己
の
資
格
で
」
と
い
う
の
は
何
に
よ
り
認
定
冨
】
さ
れ
た
の
か
疑
が
残
り
、

出
の
判
決
か
ら
す
れ
ば
反
対
の
結
論

で
あ
る
か
ら
、

学

が
尊
か
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
も
恩
わ
れ
る
。

法

同
Y
は、

A
か
ら
そ
の
所
有
す
ze
船
舶
売
却
の
委
詳
を
ろ
げ
た
の
で
、

X
K
対
し
、

A
の
た
冶
に
す
る
こ
と
を
一
不
さ
す
K
右
船
舶
を

戸

売
却
し
た。
そ
の
際

同
船
浩ミ

石
炭
を
檎
載
し
て

事
機
を
航
行
す• K 縦
え• E 
を
有
す
る
こ

と

空
は
m 
保
し

右

E 
カミ

な

神

い
場
合

X
は
契
約
を
解
除
で
き
る
と
と
と
し
て

X
か
ら
Y
K
対
し
内
金
一

O
芳
円
が
交
付
さ
れ
た
@
X
は
、
右
船
舶
が
約
定
の
性
能
を

有
し
な
い
と
と
を
理
由
花
右
契
約
を
解
除
し
、

Y
に
対
し
内
金
一

O
万
円
の
返
還
蹄
求
を
し
た
事
案
に
つ
き
神
戸
地
判
昭
和
二
主
年

-HA
二
七
日
ハ
下
民
祭
一
巻
二
号
一
九
O
五
黄
〉
ほ
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
X
の
請
求
を
認
b
た。

「Y
と
し
て
は
A
の
委
住
に
よ
る
代
理
人
と
し
て
右
契
約
を
論
結
す
名
目
ぜ
り
で
あ
ワ
た
ろ
う
が
、
結
局
は
右
の
事
情
で
契
約
締
結
の

際
に
は
代
理
人
で
あ
る
と
と
を
相
手
方
に
示
し
た
こ
と
に
な
ら
ぬ
と
認
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
売
買
は
船
主
た
る
A
会
社
の
た
あ
に

な
さ
れ
た
高
行
為
で
あ
る
か
ら
、

Y
は
商
法
一
LZO四
条
に
よ
り
、
代
謝
入
で
あ
る
と
と
を
知
ら
な
か
っ
た
相
手
方
で
あ
る
X
K対
し
、



明

内
ら
順
行
の
討
求
に
応
じ
る
義
務
が
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な
契
約
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
に
つ
い
て
も
そ
の
責
を
負
う
べ
き
で
あ
忍
と

併
さ
れ
率
。
し
て
み
る
E
Y
は
X
に
対
す
る
関
係
K
お
い
て
本
件
売
頁
契
約
上
の
完
主
と
し
て
の
全
京
任
手
有
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
」

同

Y
は
、
日
」
が
代
表
取
締
役
ぷ
じ
て
い
乙
A
凶
作
式
会
制
心
た
め
に
し
え
し
そ
の
に
と
を
引
さ
す
に
、

A
の
作
作
も
知
ら
ず
Y

J

民
主
と
問
。
っ
て
い
る
X
か
ら
商
品
本
買
入
れ
た
じ

X
が
Y
に
右
売
買
契
札
制
に
払
づ
く
代
合
前
求
一
令
し
た
と
と
ろ
、

Y
は
右
の
先
口
は
A

商'Jf代以における非刻化主義〈才川崎む印〉

株
式
会
耳
の
た
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
抗
弁

νた
事
お
に
つ
ぎ
大
波
地
判
昭
和
士
一
五
年
六
月
一
一
二
日
(
判
例
附
報
二
三
六
圭
一
一
O
頁
)

は
、
つ
U

ぎ
の
よ
号
に
い
っ
て
v
ムの
u
m
m
f
会んケ
L

認
め
た
c

「
会
村
山
休
よ
り
も
そ
の
代
表
取
締
役
仙
人
の
存
布
が
大
ぎ
く
詑
ゐ
ら
れ
て
い
る
乙
と
を
代
表
取
締
役
例
入
も
イ
分
認
識
し
て
お
り
、

野
/、

長
す
る

T 
治4
A 

2十
代

議
締
役.， 
人
と
取
引
す
る
i:'予

想
ど

有
し

か
っ
ふ

う

伝
じ
て

る
r 
う
な

;去
に

右

代
山
本
取
締
役
が
、
そ
の
取
引

ω効
却
が
入
計
K
帰
属
ヲ
忍
こ
と
を
主
張
せ
ん
が
恭
に
い
は
、
取
引
の
除
、
引
に
会
社
代
表
者
と
し
て
ヲ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
一
ぷ
す
ベ
ど
、
こ

ω明
示
や
欠
く

mA片
付
に
は
、
代
表
取
締
役
引
人
が
そ
の
取
引
の
効
果
を
交
く
べ
き
ご
め
る
と
僻

4
q

る
の
が
相
引
で
あ
る
t

じ
っ
て

川
み
の
と
お
り
、

d
M
f
に
あ
た
っ
て
併
に
別
主
A
〈
吉
で
あ
る
と
と
不
明
示
し
た
と
ま
ら
れ

な
い
本
件
に
お
い
て
は

Y 
は

x
k対
し
出
赤
土
何
回
れ
に
よ
る
代
金
支
払
義
務
を
負
う
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一

似
A
株
式
ノ
4

引
の
代
川
人
Y
は、

A
の
た
め
に
す
る
ζ

と
ん
1
T
Z
P
K
X
と
め
問
に
請
負
』
契
約
を
締
結
し
、

X
い
ほ
不
定
の
切
れ
{
巾

を
え
吹
J

て
Y
に
刈
し
て
市
到
ー
が
の
代
金
支
払
会
対
抗
し
た
と
と
ろ
、
V
ム
が
右
日
ば
負
契
約
は
A
株
式
会
い
引
の
た
め
に
な
き
れ
た
も
の

で
あ
る
と
主
張
じ
た
ヲ
集
に
つ
い
と
京
京
地
判
昭
和
三
八
年
囚
月
二
五
日
(
判
折
タ
イ
r
k

ス
一
凶
八
喜
七
八
買
)
は
、

つ
M
P
て
の
よ
う
に
い

っ
て
X
の
山
永
セ
必
粋
し
た
ω

313 

「
本
件
指
負
契
総
の
締
結
に
此
り
し
た
Y
及
び
B
は、

い
ず
れ
も
A
会
祉
の
た
め
に
す
る
も
の
で
あ
る
P
E
U
T
表
示
ゼ
ず
、
右
契
約



'" 
の
前
後
を
泊
じ
て
双
方

κと
り
交
さ
れ
た
書
類
花
も
単
に
鶴
見
工
務
砧
と
の
み
表
示
し
、
間
工
務
広
が
妹
式
会
社
と
し
て
別
人
格
を
有

す
Z
Q

と
と
を
長
一
不
す
る
ご
と
き
記
載
ば
全
然
な
く
、
他
方
Y
は、

A
が
設
泣
き
れ
あ
ず
っ
と
以
前
か
ら
X
公
社
の
泣
く
で
個
人
と
し
て

ト
八
ヱ
を
し
て
お
り
、

X
会
社
代
表
者
と
は
二

O
数
年
前
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
り
、
ま
た
B
は、

Y
の
子
で
と
れ
も
大
工
と
し
て

Y
を

た
す
け
て
仕
事
を
し
て
お
り
、

A
会
祉
の
設
立
後
は
B
が
代
表
者
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
事
業
の
実
態
そ
の
も
の
は
従
前
の
何
人
針

業
当

" と
変
る
と
と

る
も
な

同
会
社
の
誠
実
の
営

警
で
あ
る
Y 
宅
医

i 
の
存
在
を
示
す

き
表
不
{ま

な
き

て

な

の

で

X 
と
し
て
は

守
A 
A 

荏
の

存

き
知
ら
ず

働
J~ 
工
星野
席
な
る
名
称
に
よ
る
営
業
の

毒
は
あ
く
ま

で
個
人
た
る
Y 
で

B 
Sま

xv 

そ
の
補
助
者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
件
請
負
契
約
の
w

望
者
も

Y
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。
右
認
定
の
事
実
関

詑

係
か
ら
す
れ
ば
、

X
が
右
の
ご
と
く
信
じ
た
と
と
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
過
失
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

Y
は
、
商
行
為
で

雑

あ
る
こ

と
の
明
ら
か
な
本
件
誌
負

需
に
つ

き
商

量
究。
四
条

i" 
3 
の
規
定
に
よ
り
そ
の
契
約
上
の
者
務
官

里
行

す
べ
き

産
を
ま

学

ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

法

と
れ
ら
の
う
ち
同
、
岡
、
川
聞
の
代
理
人
の
債
務
者
地
位
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
判
決
は
一
致
し
て
い
忍
が
、

と
れ
ら
の
結
論

戸

は
、
代
理
の
顕
名
主
義
の
原
則
か
ら
も

5
然
に
泌
め
ら
れ
忍
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
聞
の
判
決
に
お
い
て
は
商
法
註

O
四
条

神

但
t告
がと

何
ら
言
及
す
る

と
な
く
」

の
よ
う

な
結
論
Jが
ひ
き
出
さ

れ
ずと

こ

と
に

P 
か
f，1: 

わ
れ
忍。

他
方
111 、
121 、
131 
の
本
人
の
償
還事

者
地
位
に
隠
す
る
判
決
に
問

ν
て
は
、
続
判
例
は
、
こ
の
限
り
で
は
確
定
し
て
認
め
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
非
顕
名
烹
議
ム
ん
を
採
用
す
る

場
合
に
は
少
し
の
悶
難
が
お
る
ζ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え

Z
B

T
V
竹
悶
商
行
為
法
一

耳

ハ2
V

代
理
人
が
代
到
閥
係
を
表
京
ず
る
〈
顕
名
V

の
場
合
に
は
、
代
理
人
の
英
恵
、
本
人
の
受
益
の
有
無
は
代
理
行
為
の
成
斉
K
と
っ
て
、
第
三

者
E
悪
意
の
場
合
同
以
外
は
閣
僚
が
な
い
〈
我
妻
民
法
総
則
二
七
八
頁
紬
オ
民
法
総
論
ニ
O
五
頁
》
@
も
っ
と
も
と
の
点
に
関
し
て
段
、
英
米
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誌
の

H
E色
-
E
B色
官
E
噌
己
の
法
辺
で
除
、
す
と
し
事
情
が
温
う
よ
う
で
あ
る
ψ

拘
留
臣
認

E
E
Z
m
p
o
E
4
4
a
E
2
9
岩
戸
官
怠
参
照
@

〈
S
Z一のるしは
Y
は
A
に
対
し
て
工
事
材
紙
質
入
の
代
廻
権
を
授
与
し
た
の
で
は
な
く
唯
名
叙
蛍
を
し
た
に
す
き

auの
な
ら
ば
、
と
の
判
決
は
容

易
に
是
認
で
き
る
c

四

英
米
法
の

z
E
-
R
E邑
刃
包
2
匂己

の
法
理

商割ミ迎巳おける非割名主犠"市崎克s)

英
米
訟
に
お
い
て
は
、
木
人
の
た
め
に
す
名
権
限
公
民
吉
ロ
qv
そ
与
え
ら
れ
て
い
た
者
が
、
本
人
の
た
め
に
、
し
か
し
そ
の
と
と
を

明
ら
か
に
せ
ず
に
、
第
三
者
と
契
約
を
し
た
川
似
合
、
木
人
ハ
記
長
ωxvFC
活
仏
句
内
一
-
望
日
宮
】
)
は
、
直
政
鈴
-
一
者
を
一
詠
え
、
第
三
脅
か
ら
訴
え
ら

れ
る
と
い
う
法
漂
が
旨
長

E
F諸
島
司
自
一
日
宝
-
の
法
規
と
し
て
早
く
か
ら
確
許
し
て
い
た
。
こ
の
法
理
は
、
鈴
印
証
将
契
約

(
g
E
z
a

E
t
H
S在
、
流
通
証
券
(
去
を

E
r
F
E一見
2
2
2
C
に
は
適
用
が
な
い

T
、
。
契
約
中
事
羽
以
外
の
融
引
が
冴
え
、
五
去
ら
れ
う
る

と
い
う
こ
と
は
契
約
訟
の
一
般
敏
則
か
ら
す
る
な
ら
ば
変
則
合

gsRu乙
で
あ
る
と
英
米
の
判
決
(
2
1

者
γ
J《
S
V
中
で
は
い
わ
れ
な

b
ら
も
こ
の
制
度
は

独
仏

zvの
一
部
の
必
ず
者
に
よ
っ
て

取
引
の
尖
怖
に
介
致
し
た
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
の
称
訟
を
得
て
い

る
e 

こ
の
法
割
引
は
、

ヨ
ロ
ツ
パ
大
除
法
の
表
示
主
義
を
似
底
に
m
引
く
代
理
の
顕
名
主
し
い
訟
の
山
川
と
は
見
杯
め
て
対
照
的
で
あ
る
が

利
害
関
係
按
肝
者
に
、
以
下
見
る
ご
と
く
、
多
く
の
抗
弁
〈

2
6
H
g
g
E島
§
r
E
8る
を
訟
め
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
際
の
適

用
の
結
果
に
一
お
い
て
は
、
英
米
桧
と
大
限
訟
の
聞
に
大
き
な
相
違
は
な
い
官
}
。

以
「

木
人
及
び
代
理
人
の
償
崎
市
引
地
位
、
木
人
及

ぴ
代
発
人
の
債
務
者
地
位
に
項
を
分
っ
て
、
本
人
、
代
理
人
、
第
三
者
間
の
法
的
伴
凶
併
を
検
討
す
あ
ん
共
に
、
近
叫
英
米
の
学
者
の
削

に

E
P
2
z
o
Z
M両日
S
P
U
E
-
の
法
揮
の
級
拠
な
い
し
桃
成
に
つ
き
続
々
の
見
解
ハ

6vが
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
わ
が
訟
の

，~ 

解
釈
に
特
に
多
忌
と
な
あ
と
川
島
わ
れ
る
〉
回
思
仰
の
見
解
?
vを
倹
討
し
て
み
忍
こ
と
に
す
る
ロ
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i
i
i
N
 
H
R
M
N
ω
包
Q
R
荷
台
ん

u
v
の
構
成
〕
d
E
r
n
-
3
3斗
議
E
Q
は
亥
の
代
M
の
-
っ
と
し
て
抱
え

ら
れ
な
い
。
代
古
川
メ
の
立

μ玉
沢
ぷ
の
仰
で
~
併
氷
さ
ね
↑
の
み
が
代
苅
A
U
h
μ
号
る
と
む
う
契
約
必
の
一
常
な
原
則
治
ら
す
る
な
ら
ば
将
人
の
低
川
村

d

地
位
の
取
得
は
、
代
活
人
の
は
如
=
者
に
対
守
る
債
前
の
T
Y
A

人
へ
の
前
泣
と
し
亡
刻
怨
さ
れ
る
u

ま
ず
代
理
人
の
突
約
に
基
づ
き
、
処
一
一
一
者
に
対
L
C代

加
入
の
み
芦
正
蛇
権
利
を
収
れ
す
石
一
対
人
は
、
内
山
川
人
に
刈
し

τ、
A
人
の
た
め
の
汀
為
に
よ
っ
て
取
む
し
た
も
の
を
移
転
さ
せ
る
椴
利
を
持
っ
て

い
る
u
法
は
、
こ
の
聞
係
に
関
し
て
、
本
人
が
泊
三
者
に
対
し
て
口
銭
継
利
付
伎
を
す
る
こ
と
を
誌
冶
て
字
結
を
簡
単
に
す
る
の
で
あ
り
そ
れ
は
、

商事代理における非加名主総〔伊崎主此の

訴
松
循
還
防
止
の
原
則
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
d

(
J
F
E
厄
H
J
F
巴
一
一
。
℃
S
F
E
ゎ
一
一
円
高
v
m
s
s
p
o
守
口
と
唱
】
g
丘
町
片
付
句
g
E
一
瞬
2
5
t
z
z
々
。
m
a
z
g
)

そ
の
館
、
本
人
は
代
出
入
の
椴
刺
を
f

住
民
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は

l
h
人
が
代
抗
人
と
盟
一
行
と
の
川
の
ゆ
定
哀
雄
官
E
L
o
h
m
O
8
5
Z

に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
u

反
対
に
重

~権

苦型
zg 
E i 
i F . " 
g定
宮守サ

:<.-fu a. j;貨

ii 
宰つ

gi 
q. ir 

q z 
かロ

ii 
出司

が E子

韮 E

Zt 
勺~. ;:r 

i i 

議
求
で
き
る
よ
う
な
代
位
?
と
V
8
2
E
Z
は
考
え
ら
れ
な
い
か
乙
い
う
J

と
れ
ら
の
両
者
の
見
解
で
も
わ
カ
る
よ
う
に
、
戸
国
品
目
B
L
O
B
-
冒
己
Em--

は
、
第
三
取
引
に
対
し
て
に
、
代
加
入
カ
ら
の
侠
権
被
災
人
以
ょ
の
地
位
に

た
た
な
い
(
民
自
民
網
目
白
。
宮
R
H
』
吉
良
一
S
民
自
2
2
包
伺
ロ
2〉

(
ω
2
4
2
3
己
F
O
同
誌
↑
9
2
}
。
h
b閃
2
0
F
S
J
~釦
r
F
4
一
∞
お
勾
留
)
と

い
う
と
之
は
わ
か
法
の
解
釈
に
当
り
、
銘
記
さ
れ
る
べ
き
ぞ
あ
る

「

7
v
p
吉
宮
一
号
h
L
3
h
忠
良
忠
ヂ
尚
氏
。
Z
0
4
3
e
c
z
g
n
E
5
ぺ
尚
早
一
ロ
s
u
n
-
m
M
h
a
o
白
這
の
百
内
円
旬
以
3
M
怒
も
、
第
三
者
の
覚
任

に
つ
き
〉
ヨ
言
と
似
た
構
成
を
考
え
亡
い
る
よ
う
で
あ
る
匂
ミ
ヨ
=
z
c
ヨ
寸
言
語
℃
2
P
色
白
色
調
訪
問
。
c
ヨ
ヨ

)
が
容
照
し
え
な
か
っ
た

H 

本
人
及
ひ
代
珂
人
の
的
権
尺
地
仙

契
約
締
結
の
際
代
理
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
場
合
2
5己
c
g
品
目
m
g
n
Z
に
は
、

代
前
原
人
の
行
為
は
も
っ
ぱ
ら
本
人
に
生

じ
、
代
理
人
は
そ
れ
叱
よ
っ
て
第
三
者
ピ
対
し
て
偵
権
者
地
位
そ
取
得
し
な
い
?
が
、
ロ
Z
5
5
8ふ

a
g
G
の
場
合

K
は
、
代
顎
人

'" 
は
契
約
の
当
弱
者
と
し
て
第
三
者
に
対
し
て
債
権
者
の
地
位
に
た
っ
、
代
理
人
は
、
そ
の
契
約
が
自
己
の
計
算
で
な
さ
れ
た
場
合
と
間



sw 

J
 l
 

様
φ
権
利
を
持
ち
、
特
に
代
理
人
か
ら
そ
の
旨
の
授
権
を
得
て
い
な
い
〈
白

E
神白
g
v
o
E
a〉
勘
合
に
も
、
彼
は
契
約
を
解
除
し
、

契
約
条
項
を
変
更
し
、
弁
済
を
受
領
し
、
更
改
契
約
を
し
、
代
物
弁
済
を
受
け
忍
こ
と
が
で
き
あ
宮
古

し
か
し
、

代
理
人
の
こ
の
よ

う
な
地
位
は
、
代
国
側
係
が
明
ら
か
に
な
あ
と
と
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
宣
言
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
は
、

代
理
人
は
、

契
約
を
解
除
し
、
処
三
者
と
の
合
意
で
契
約
条
件
を
灸
亘
す
る
こ
と
が
で
き
ず

Z
、

ま
た
第
三
者
は
代
理
人
へ
の
弁
済
に
よ
っ
て
当

然
に
は
免
責
さ
れ
な
い
号
。

xv 

S
E
E
-。
路
島
図
的

g
q
の
場
合
、
代
理
人
は
、
契
約
当
事
者
で
あ
り
、
同
》
門
司
自
白
日
と
し
て
第
三
者
を
諒
求
す
る
己
と
が
で
き
る
官
)
O

と
の
代
個
人
の
請
求
に
対
し
て
は
、
契
約
の
違
法
、
不
実
関
示
に
よ
る
無
効
、
担
保
違
反
、
先
履
行
の
抗
弁
等
の
契
約
そ

第
三
者
は
、

誌

代
理
人
に
対
し
て
側
人
的
事
砲
に
よ
り
有
す
る
抗
弁
宮
)
さ
ら
に
は
本
人

雑

対lも
し1の

有jら
す!引

杭 iる
弁 i抗
を i弁

;iF 
抗 lう
す o

~i 占
が 1み
:(>' Iな

ilそ

空斡

こ
の
代
理
人
の
第
三
者
を
訴
求
す
お
権
利
は
、
第
三
者
が
本
人
の
存
在
及
び
そ
の
同
一
性
を
知
っ
た
と
い
う
事
実
の
み
で
は
影
響
を

法

受
け
な
い
れ
mvが
、
そ
れ
は
本
人
の

旬
開
同
困
層
O
G
M
弘
門
戸
川
音
に
従
属
し
、
代
理
人
が
第
二
者
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
宮
白
を
持
っ
て
い

戸

る
場
合
以
外
は
、
本
人
の
第
三
者
に
対
す
る
綴
利
主
張
、
履
行
請
求
に
よ
っ
て
消
滅
す
る

8
3

ネ命

代
理
人
の
節
三
者
に
対
す
あ
権
利
は
、
本
人
の
た
め
の
白
託
財
産
と
み
な
さ
れ
、
代
町
立
人
均
搬
障
し
で
も
被
路
管
財
人

(
8
2白
8
0
)

に
秒
転
せ
ず
、
代
型
人
は
尚
自
己
の
名
で
そ
の
綜
刺
を
行
使
で
き
る

(26

代
理
人
か
ら
の
、
第
三
者
に
対
す
る
債
権
の
善
意
有
償
取
得
者
ハ
Z
E
E
-含

V
B
E
R
m
o
H
a
-
E
O
V
と
朱
人
と
の
保
護
花
関
し
て

は
、
英
米
の
判
例
は
必
ず
し
も
-
致
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

ngが、
初

B
Z
R鴨
居
伺
"
は
、

と
の
紛
会
債
椴
の
蕃
窓
取
得
者
を
保
護

し
た

az

代
観
人
が
自
己
の
名
前
で
締
結
し
た
契
約
区
若
づ
い
て
、
本
人
は
第
三
者
に
対
し
て
直
接
耐
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
ョ

と
の
本
人
が



可

第
三
者
を
直
松
訴
求
し
う
る
こ
と
は

一
七
八
五
年
同

O
E
玄
白
記
mHO
仏
に
よ
ワ
て
古
く
か
ら
確
什
凡
さ
れ
た
判
例
で
あ
昼
、
と
い
わ
れ

た
2ν
が

一
八
一

0
年
同
名
の

つ
ゲ
の
よ

宮
邑
削
除
広
島

n
h
は
、
本
人
が
匝
接
第
三
者
ぞ
訴
求
し
ろ
る
か
に
つ
き
、

一
八

O
九

う
に
い
っ
て
M
艇
を
容
れ
た
。

「

maHEog
が
被
告
で
あ
る
川
似
合
と
原
告
で
お
る
場
合
と
で
は
区
別
さ
れ
忍
べ
き
実
質
上
の
現
闘
が
あ
る
。

L
R自同町民】
E
H
E誌
が
被
告
φ
沿
A
O
折
、
君
は
彼
を
訴
求
で
ぎ
る
。
け
だ
し
、
彼
は
君
の
行
為
に
よ
っ
て
利
益
を
得
た
か
ら
U

し
か
し
、

君
と
契
約
閃

μ
e
h
d
d
g
q
a
g白
可
お

2
v
の
な
い
者
は
、
君
を
訴
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

a 

し
か
し
、

そ
の
後
の
判
決
は
こ
の

商事国ヒぬ叶る非厩名主義(神崎克J1B)

区
別
を
秘
め
ず
、
今
臼
で
は
、
本
人
が
直
接
第
一
一
一
者
を
訴
求
し
う
る
己
と
ほ
敵
定
し
て
い
る
9ν
。

ア」
te 

本
人
の
請
求
に
対
し
て
は
、

木
人
の
出
川
引
に
よ
っ
て
品
川
三
者
は
、

よ
り
不
利
な
状
態
に
抗
か
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
辺
裂
な
制
限
つ
き
で
あ
る
ロ
そ
と
で
本
人

{ま

2駆

者
、
の

" j夜d古
求
に
:治
b、
て

多事

者
tま
代
麹

人
カ

車
輪
求
し

場
合
に

援
問
で
き
る
す
べ
て

の
抗
弁
の

対
抗
を
う
け
る。

そ
こ
で
釦
三
者
は
、
代
剤
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
以
前
の
代
理
人
応
対
す
る
通
知
、
請
求
、
契
約
威
行
に
附
す
る
代
到
人
の
不
殿
行
、

ぷ
弘
担
他
、
契
約
解
除
、
支
払
そ
の
他
の
履
行
を
本
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
を
き
る
章
。

き
ら
に
ま
た
、
知
=
者
は
、
本
人
に
対
す
る
日
己
の
何
人
的
事
由
に
誌
づ
く
抗
弁
、
例
え
ば
自
己
の
本
人
に
対
す
る
償
給
を
山
働
縦

杭
と
す
る
が
殺
の
抗
弁
を
摘
別
し
う
る
詰
)
ほ
か

代
摂
関
係
が
明
ら
か
に
な
忍
以
川
に
代
克
人
に
対
し
て
取
得
し
た
債
務
を
白
働
依

権
と
し
て
相
殺
を
す
る
と
の
抗
弁
を
援
用
で
き
忍
翁
ν

。

似
し

最
後
の
代
理
人
に
対
す
る
僚
怖
を
も
っ
て
す
る
刺
殺
の
抗
弁
に
つ
い

て
は
必
ず
し
も
判
例
は
一
致
し
て
お
ら
ず

2)
河

EEα
言

E
停
は
、

川
代
瑚
人
が
本
人
か
ら
、

そ
の
行
在
そ
隠
旋
す
あ
こ
と
の
回
以
栴

を
得
て
い
た
助
合
〈
室
内
宮
内

B
a
s
s言
主
ご
Z
R
a
s
p
Rゆ
え

5
0
Z号
官
己
、
凶
代
到
人
が
処
分
す
べ
き
物
の
占
有
を
本
人

カ〉

ら
託

さ
れ

て

た
aJ 
合

望
人
治主

館

z 
L 

代
理
人
に

需
を
供
与
す• よう
に
誤
当事
し
た

処
〈
M 

に
の
み

館

者
の
代
到1

人
に
対
す
る
続
杭
を
臼
働
償
軌
と
す
忍
相
殺
を
和
め
る
を
ν
。

319 

筒
、
契
約
内
容
に
関
し
て
は
、
第
三
者
は
、

A
陀
支
払
う
べ
き
も
の
を
B
に
支
払
う
と
し
て
も
何
ら
の
困
難
も
感
じ
な
い
が
、
誰
に



~
 

'1Þ(~f(\ '( 
~
イ
ミ
~
二
f
(
\
~
t
-
'
~
'
週
開
禅
諸
8
~
引~，-\J1@'穏上d

'
u
n
d
i
sc1
0
s
e
d
 
a伊
町

Q
烹
ぐ

P
終
川
栴
ど
特
定
相
当

J主
催
。
ω
~
'

話
せ
り
ふ

s
州
匿
紫
~
，
三
亡
〈
ド
二
~
ユ
(
幻
〉
。

(....) 
M
e
c
h
幽
n，
A
 T
r
回
se O
n
 the I.a
w
 d
 A
g
e
n
c
y，
 2n
d
 ed.，
 191~， p.
l!
j耐民
Story，
C
o
m
m
e
n
t
a
r
i
e
s
 o
n
 the L
a
w
 ()f 
A
g
e
n
<
ぁ

号
th
ed.，
 1857，
 p
必
K
R
包
匂
包
m
e
n
t
of
由
e
L
a
w
 of A
ge
n
c
y，
 !i292 

か
り
G
o
以
hart
&
 H
a
m
8
0
n，品川.，
p. 
3
な
R
.
思
.
モ
m
e
n
l
01 
tbe 

'~1W of 
A
g
加
cy，

~.，07 
r
"，γ."
制
的
釣
主
i.
2()(i

ι
 

(
何
)
M
e
c
h
e
m，
 ihid
句
p.
164，
 

作
)
D
y
s
(
e
r
 Y. 
Randall 
(192均
C
h
.
932. 

P
 
M
 
何
)
R但
.
惚
m
e
n
t
01 
th開
r
.
.
<
lW
01 
Aag.=
n
巴y，

~307，F
e路
叫

PrÎllciples
01 
A
g
e工咋，
，係
4
，p.
2
R
!
1
1
;
!
'
題
提
儲
緩
$
¥
'

....G
山
"
~
.

表
Ç
'
I
\
J
$
~
悪
事
誕
緒
-
<
u

-lf;;緑
樹
~
<
日
毎
鶏
蜘
:
t
;
!
'

>V
G
縦
断
<
，
，
~
嘩
，
，
~
旗
+
J
r
Ò
，
'
:
<
金
石
毛
虫
将
.
0
，
'
:
<
;
'
(C(}n
吋
nental
P
"
，
cha 
時
C
o
机
v
，.

"..飽C<>.，
(1937) 295 N

，
 Y. 
S. 

867)
誌
'
柊
<
0
総

111ヰ
，
;
1
攻
今
崎
磐
!
~
M

Ç'I;'\..I""'@'~きQIJAJ
ミ
ミ
ム
ゆ
@
川
和
子
。
。

("') 
D
ロ
唯
も
o
n
v
.¥1
ar位
"幻
1)，
6
 Q
，
 B，
 36l
，
 Joo.ph v. 

K
n
o
x，
 (1
胤
3)
，
170
E. 
R. 
1397，
 G.
r
d
n
e
r
 v. 
Davi.，
 (1
825) 
2
 C. 
&
P
.
 

49，
 Re
otatement of 

1.h
e
 L
a
w
 of A
g
但
cy
，S3
64. 

〈
吋
R
e
otater

国
nt
of the L
a
w
 01 
A
g
佃
町
~
&
;

(00) 
('-，;h
，o
n
 v
羽
lin
回
r，
(1お
3)，
110 E
，
 R. 
728 

COl) 
Grice v. 

K
佃
orick，
(1670) 5

 Q. B. 
340，
 ResLalem

印
式
，
，
1
the L
a
w
 of A
g
e
n
c
y，
 S3
6
出

~l.;<<<
C'I 
¥
.
.
1
'
浅
川
栴
笠
'
粍
〈
辺
事
実

~
V
博
今
眠
時
理
事
提
似
但
曜
事
拠
リ
い
嶋
容
~
Q
:
l
:
>
休
似
何
事
4戸別Q
1J 4
6
.
わ
働
時
(
R
a
n
k
e
r
v. 
Jarvi.. 
(1
9
0
3
)
 
1
 K. 
B. 
54附
M
a
n
l
勺
p

Ilo，
k
臥
1，
(1912) 2

 K. B. 
329，
 P~
r
l
m
a
n
 v. 
F
i
n
n
 &
 Co.， 
(19<1)， 
188 
N
ι
Y
.
 S. 

~50
， R
e..t"tement O{ 

the 
L
a
w
 O{ 
A
ge
n
c
y，
 

S3
71) 

総幽高弘容訓

mk
品格

(
ヨ
)
R
凶
匂
t町
丸
組
十
。
!
the L
a
w
 of A
g
阻
cy，
p. 
7
お
i

(
司
)
M
e
chet九
iLid.，
p. 
1604，
 Will
ぅ.tonーT
o
m
p
s
o
n
，
A
 Treati

記
o
n
the 
L
l
w
 of 
Conlroct. 

，ev
悶
ed
.d.，
 1936，
 p. 
856，
 



F
 

R
e
，(nlemeut of 

the 
L
a
w
 of A
g
e
n
c
y
，
 S302 

C<.l
m
m
e
川
町

~368
C
om
m
e
n
l
 ，1
 

(
~
)
 
M
e
c
h
e
m
.
 iJ，
i，l.， 
p. 
15府
F
町
駅
叫
剖
li
<1.，
P
以
9

さ凶h塩を〉嶋相判nw妥ι九州即むお辺倒hd主計湿

市
)

>I:'~\v~
Q
客
名
.
橿
望
郷
髪

..:>^Xゼ
i，

0
.u，長

'
よ
そ
〈
担
問
撃
存
型
炉
暗
示
宅
;
;
'

>\，Q
民
主
契
3
雰窓"，，\，J"言

明
い
~
崎
"
ν

，
M
e
c
h
e
m
.t!$i羽
Q

t
I
{
雄
会
崎
町
s
10 
b
e
 he¥te
，' 
v
i
e
w
 'f.'.¥同時.>J":>

(
M
.と
>
，
民
ibid
，.
p. 
1657)
梢
斜
A
m
e
.，え
f
ぷ
-
<
8
8
:
円
相
以
攻
仏
.
空
語
g
f草
場
本

号
ミ
三
.
祖
母
0
，さ
illl三，
"当事実
Q
器提言ミ
u
当
時
わ
も
姪
場
Q
符
以
，
.
ゼ
見
守
眠
時
:
ミ
ミ
ミ
"atisf，ωt
o
r
y
下
J
-R><.!..IJト
.
(
A
m
創
出
川
ム
(1.
458)' 

(
ヨ
)
R
.
由
も
悶
en!
of the 
L
aw
 uf 
A
g
e
n
c
l' s.，
07. 
R
e
<ta
印
刷
t
uf 
the 
L
1
W
 of 
Contta
叫
1932，
%174 

〈
自
)
R
ab
o
n
e
 v. 'I!!，
lliams. 
(β
港
5)
，
7
T
.
 R. 360 

(~-.:J' 
T
断
lr，l'，
H
a
m
l
b
o
Ok
 of I~~ L
o
w
 01 
f'
rin
，ip.，
l
 An
d
 A
g
en!
，
 1釘)3，
pp. 

3
0
9
.
3
1
0
 l.!'-6
0
{辺)。

(;3) L1
0
y
d
玖
A
r
c
h
b
o
w
J
e，
(18lu)
，
 2
 Taunι
詑
"
明
.
.
:
>
'
G
u
o
d
b
邸
t
&
 H
am
回
丸
山
丸
p.
321 
)1>-1><>)、

(
口
)
N
a
v
a
r
r
a
 H
o
t
d
 0:>. 
v. 
A
m
定
rican
A
p
p
r
a
i
M
l
 <":0.
，
 (1913)
，
 142 
N
 Y. 
S. 
89
，
 Balhrrl 
¥'. 
Freiclel>e
rg. 
(1
917)
，
 lr，4
 N
 

'1'， 
S.
到
2
，
R
e蜘
除
問
地
"
血
L
aw
uf 
Agency. S-30

2
 

(
ヨ
〉
針
。
ヲ
z
山;<1.，
p.
関
4
，
M
e
c
h
e
m
，
 i凶，1.，
pp. 
1は
5
白
t
，e
C[.， 
W
il1日
n
，
ibid.. 
pp. 
857
，
 856
，
 Ferson
，
 ib
比
l
'P
，
26s 
et 
s句
ゅ

R
臼
"
恰
皿
倒
t
of 
the L
a
w
 01 
A
g
ency 
ド
07，
S同
vey.
H
叩
h
o
o
k
01 
the 
I
s
w
 of 
A
ヌ
飢
cy
，
1964. l'P. 

198 
et 
，句

(
~
)
 
JJS'J

.>Jt'部経E)
JJ

.>J.>J":>ν
問'，Q~~I-'
;;.><.!' 

く
罰
)
Mildred 

v. 
M
 .. po~

鳥
0
8
極
的
R
 A
p
p
.
 
ea.. 
874，
 
C
ooke 
v. 
E，h.lhy 

(1
8R7) 
12 
A
p
f
 
印
私
n
l
.
¥1 
丸
、
{n
t.
Bk. v
 

Lefl ，αre Gr"oof C
心
.
(l
9
Z7) 53 
l¥. 
L
，
 R. .ffi7. 

F
"
r
c可
~
Trarle 
Banl<ing 
C.--.cp
，
 v
山
retsn
C
m
p
.
 (1923) 
31 
A
.
 
L. 

l~
幻
之

〈
尽
)
M
e
c
h
c
m
，
 ibid.
，
 pp. 

W
4
~
乱
従

q
ぬ
監
，
*-<付与
J
"
い
~
I
 $í
起
さ
常
s
，~ま認州市4:'，><I(>，"，-&'f.'嶋崎、

(
間
)

Resta!e
瑚

~t
df 
，.h
e
 l~'\w "f 
A
伊
ncy.
3306 

(将
)
G
o
o
剖
.1atl
&
 r-lam
ち
Oll，
品
川
，
p
:l22. 

同"
 



四

本
人
及
び
代
理
人
の
債
務
者
地
位

c 

E 
E 。
臣
官
日
官
の
た
め
に
契
約
を
し

代
理
人
}ま

契
約

$ 

t 
し

五
者
?と
対
し
て

事
者
の
地
位
に
た
っ

代
理

人
E玄、
契
約
締
結
後

本
人
の
た
め
に
代
理
人
と
し
て
契
約
を
し
た
の
だ
と
主

モ
て
と

の
地
位
式ρ

ら
の

" れ
る
と
と
{ま

で
き
な
L、
1 
0 

本
人
の
出
現
に
よ
っ
て
も
何
ら
こ
の
代
湾
人
の
検
務
者
地
位
に
変
更
の
生
じ
る
も
の
T
は
な
い
。
第
三
者
は
、
代
姐
人
の
信
用
状
態
を

信
頼
し
て
契
約
を
締
結
し
た
か
ら
で
あ
る
。

代
男
人
は
、
第
三
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
、
自
己
の
個
人
的
事
由
に
基
づ
く
抗
弁
を
援
用
し
う
る
ほ
か
、
そ
の
取
引
自
体
に
基
づ

XV 

く
抗
弁
、
例
え
ば
、
条
件
の
違
反
(
宮

d
R
r
a
s
a
-
E一
色
、
取
引
の
違
法
、
当
該
契
約
の
不
履
宥
に
よ
あ
損
害
賠
償
を
理
由
止
す

誌

る
控
除

i 
の
抗

官
接

手
る

と
カミ

き
る

カメ

本
入
力E

そ
の
個
人

? 
基

て
館

者
に
対
し
て
有

維

す

長
弁

例
え
は

ヌ，
人
治=

第

著
か
ら
諦
求

皇
" た
草
木
人

" 第
者
6ζ 
対
し
て
有
す
る
反
対
債
椴
を
臼
働
債
権
と
し
て

学

す
る
相
殺
の
抗
弁
を
援
用
し
う
Z
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

Aaが
、
何
色
宮
内
何
回
語
"
は
、
代
混
入
が
本
人
の
承
諾
を

法

得
た
場
合
K
の
み
〔

z
b
z
V
5
8
g
g向
。
怜
色
官
官
百
ロ
宮
C

、

と
の
抗
弁
を
援
用
で
き
る
と
し
た

Z
Vが

と
の
乙
と
は

保
証

戸

(
m
C
B
q岱
号
)

に
関
す
る
近
時
む
見
解
と
軌
を
間
じ
く
す
忍
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
に
お
い
て
、
保
証
人
合
同
Suる
が
償

伸

紘
著
か
ら
諮
求
を
受
け
た
筋
合
、
彼
は
、
主
た
る
債
務
者
官

EEν
の
承
諾
を
得
た
場
合
に
の
み
、
主
士
る
債
務
省
が
債
権
者
に

対
し
て
有
す
忍
債
権
で
も
っ
て
す
芯
相
殺
の
抗
弁
を
主
張
す
る
と
と
が
で
き
る
宮
ヨ

E
昏
巴
om
包
鈎

m
g
e
に
お
い
て
も
、
本
人
は
、
代
理
人
の
第
三
者
と
の
闘
の
契
約
に
拳
づ
い
て
直
拡
債
務
者
の
地
位
に
た
っ
。

」

の
に
と
は
、
本
人
部
代
理
人
の
契
約
に
よ
っ
て
実
際
に
利
益
を
得
た
場
合
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
契
約
が
い
ま
だ
未
履
行
で
あ
る
窃
合
に

も
妥
主
す
忍
官
官

第
三
者
の
請
求
に
対
し
て
、
本
人
は
、
詐
欺
、
不
実
表
示
、
控
除
権
、
条
件
の
違
反

l
不
作
為
、
島
木
版
行
等
の
取
引
自
体
か
ら
当
じ



泊可

あ
抗
弁
の
み
な
ら
ず
木
人
九
身
が
そ
の
制
人
的
ヤ
出
で
第
三
行
に
対
し
て
有
す
る
、
山
川
己
の
反
対
偵
柿
を
も
っ
て
す
る
相
殺
の
抗
弁

は
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
代
田
人
が
第
三
宿
に
対
し
て
有
す
る
抗
弁
、
例
え
ば
、
代
理
人
の
第
三
者
に
対
す
る
僚
出
仰
を

円
働
債
権
と
す
る
相
殺
の
抗
弁
を
援
用
す
る
と
と
は
で
き
な
い
ハ
ヱ
。

た
だ
、
細
川
三
者
か
ら
の
掛
求
K
対
す
る
木
人
の
抗
弁
に
閃
し
て
は
、
第
三
荷
が
木
人
に
対
し
て
諸
決
す
る
川
に
、
代
到
人
の
第
一
一
一
符

E崎 ~Ji代廷における非願名主義(柄。話克郎〉

済
，宮

第

者
の
柑
求
に

対
す
る

事
な
抗
弁
と
な
り

;ヂ
か八
e に

A 代

己加
て向
に

英ミ&

立造
の吉

" " E 5 
~， '" q。
の

開

" J~ 
JrJ~ 
の
対
:ir. 
カミ

あ
る

本
人

K
対
す
る
契
約
履
行
の
た
め
の
均
川
え
払
に
つ
き

が
な
き
れ
て
い
る
初
合
、
か
か
る
決

6ま

代
理
人

と
の
問
の
」

の
決
済
の
抗
弁
を
援
用
、J

え
な
し、

と
す
る
な
ら
tま

代
要望

人
と
第

者
の
両
者
へ

霊
を
し
な
け
オL
Uま
な

ら
ぬ
危
倹
を
負
仙
沼
す
る
の
で
あ
り
、
他
方
第
三
者
が
宮
崎
品
目
己
B
O
L

百回
Q
M
g
↑
の
立
径
を
追
及
し
う
る
こ
と
は
、

第
二
者
に
と
っ
て

思
い
も
か
け
ぬ
叩
(
ロ
ヨ
ゐ
昌

2
g島
側
邑

S
E
)
(旦
で
あ
り
、
立
外
の
利
続
〈

3
Z
E
d
《

9
v
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
と

と
が
い
わ
れ
る
J

す
な
わ
ち
、
第
三
者
は
、
契
約
締
結
時
に
は
代
理
人
の
信
用
状
態
を
も
っ
ぱ
ら
信
相
し
た
に
も
釣
ら
ず
、
本
人
の

μ

佳
を
迫
及
し
う
Z
Q

こ
と
が
第
三
者
に
と
り
絶
対
的
紘
利
(
自
与
さ
Z
S
立
ち
。

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
第
三
者
は
、
そ
の
行
為
に

よ
っ
て
本
人
を
誤
導
し
た
ζ 

と
に
よ
り

ま
当
国

即j
の

背
を
~ 
ム

け
る
らj
合
以
外
{ま

" 人の
:i'I: 
伍
を
追
及
す

る
権
利
を
球
最コ

れ
る
」

と

は
な
い
の
に
反
し
て

第
三
者
は

術
手
法
と
一
向
江
す
る
限
り
で
木
人
の
h
A
佳
を
追
及
し
ろ
る
と
い
う
制
限
的
糾
利
宏

T
Bき
旦

『

E
n
Z
)
を
も
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
昔
逗
で
代
珂
人
へ
債
務
弁
茨
吹
周
の
支
払
土
合
し
た
本
人
は
、
そ
の
事
実
を
も
っ

て
第
三
名
の
拾
求
に
対
抗
し
う

3
こ
と
に
な
る
【
9
0
己
の
点
に
悶
し
て

イ
ギ
リ
ス
の
初
期
の
判
例
ほ
、
第
三
者
を
保
護
す
忍
た
る

手
友
人
に
第
一
の
よ
払
を
強
い
る
の
は
衡
平
で
は
な
い
、
と
し
て
後
者
の
比
併
を
と
っ
た
。

c
z
h
w
g
E
H
X
B
a
u
m】
に
川
附
す
る
事
件
に
お

い
て
で
は
あ
る
が
、
傍
論
と
し
て
、
円
。
包
叶
包
品
。
氏
自
及
ぴ

F
1
3
H
は
、
第
三
者
か
ム
本
人
へ
の
諮
求
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本

問

人
と
代
現
人
間
の
勘
定
状
態
《
崎
仲
良
ゆ
え
吾
作

2
8
5
C
が
木
人
に
不
列
に
安
貢
せ
し
め
ら
れ
な
い
と
い
う
条
件
付
で
認
め
ら
れ
忍



'" 
の
で
あ
り
、
本
人
が
代
理
人
に
債
務
弁
済
費
用
そ
支
払
っ
て
い
る
か
、
代
理
人
と
広
入
閣
の
勘
定
状
態
が
第
三
者
の
本
人
、
の
査
任
追

及
を
不
当
官

gd寄
る
に
す
る
場
合
に
は
、

ら
の
論
家
に
対
ず
る
抗
弁
た
り
う
る
、
と
し
た

(uvo

文
払
の
事
実
な
い
し
さ
よ
う
な
勘
定
状
態
は
、
代
理
人
の
京
伝
を
当
て
に
し
た
第
三
者
か

と
の
結
論
は
、

kv日
凶
器

E
m
4
ω
g
r
w』

(Hghwy
吋

C

国
包
切
の
援
用
す
る

と
と
ろ
と
な
り
五
工
ま
た

E
o
q
a
vの
賛
成
を
得
〉
口
語

mpuに
よ
っ
て
、
本
人
と
第
三
者
と
の
利
益
衡
量
カ
ら
し
て
、
よ
り
妥
当

な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

E
g
z
d
開。言。
H
n
v喜一ハ
H
∞盟
)
H
C
F
n
v
d
マ長
H
H
4
自

〈

当

5
2
ハドヨ
6
)
一

明。
回
ロ
ミ
'
併
に
以
後
、

第
三
者
の
行
為
に
基
づ
い
て

本
人
が
郷
三
者
と
代
到
人
間
の
債
務
の
決
済
が
な
さ
れ
た
も
の
と
誤
佐

XV 

し
て
代
州
人
K
債
務
弁
捺
政
府
の
文
払
を
し
た
助
合
の
如
く
、
筋
三
者
の
本
人
へ
の
諮
求
が
祭
反
言
則
に
よ
っ
て
閉
止
窓
れ
る
掛
合
以

E志

外
は
、
木
人
と
代
理
人
川
の
決
済
は
、
第
三
者
の
市
求
に
対
す
る
抗
弁
た
り
え
な
い
、

と
れ
K
対
し
て

と
い
う
法
が
擁
立
し
た
品
百

雑

ア
メ
リ
カ
の
判
例
は
一
一
つ
に
分
か
れ

ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
著
書

む
し
ろ
本
人
の
抗
弁
を
抱
あ
あ
方
が
多
数
で
あ
石
と
い
わ
れ
れ
号
、

学

fζ 
お

" て
も

当直

者
』ま、
代

更
に

対
し
信
用
を
供
与
ν 

代
理
人
か
ら
6責
務
の

書
を
受
け
る
」

と
す

血
待
し
た
の
で
あ
あ
カ斗

ら、

法

本
人
に
二
軍
払
を
強
い
る
よ
り
も
、
本
人
は
、
第
三
者
か
ら
の
精
求
に
対
し
と
代
理
人
i

と
の
問
の
決
済
を
援
用
で
き
る
方
が
よ
り
市
一
弘

戸

街
干
に
か
な
う
と
さ
れ
て
い
る

E
o
と
と
る
で
、

F
a器
E
M
E
E
t
s
a
t
o
R
予
富

Z
、
「

E
L
E
E邑
ち

}E}宮】

神

代
別
人
が
文
払
を
し

X
は
そ
の
他
の
勘
記
の
決
済
を
し
た
と
と
を
一
析
す
め
三
者
の
行
為
を
辿
失
な
く
信
じ
て

{ま包
守
芦
G
R

同
一
一
》
包
】
〉
、
代
問
人
K
支
払
い
又
は
勘
定
の
決
済
を
し
た
仏
似
合
に
は
、
第
三
者
応
対
し
て
契
約
と
の
灯
任
を
免
れ
る
e
」
と
制
定

し
て
イ
ギ
り
ス
の
後
期
判
例
民
論
を
採
用
し
た
U

と
の
初
め
民
戸
時
一
命
旨
z
m
H
誌
の
比

M
に
賛
成
す
る
学
説
L

と
し
て
は
、

M
W
S
E広
言
他
国
内
の
当

初
の
起
却
者
民
の
斗
何
回
の
そ
れ
支
雪
印
戸
。
言
死
亡
後
の
同
ぬ
同
首
E
自
信
白
骨
の
起
草
者
の

ωsa匂
の
そ
れ
等
が
あ

zsv。
特

k
m
g
S吋

は
、
と
の
似
合
の
第
=
者
を
保
護
す
べ
き
虫
歯
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
五
ν
。

本
人
は
、
代
何
人
が
第
三
者
か
ら
川
矧
を
得
ら
れ
う
る
よ
う
戸
し
た
。

代
川
人
ポ
取
引
を
す
忍
b

貨
を
与
え
た
の
は
本
人
の
か
山
川
で



司

あ
り
、
代
男
人
に
取
引
界
で
の
虫
切
を
与
え
た
の
は
本
人
の
支
持
で
あ
る
。
常
業
主
体
合
同
μ一
向
。
喝
凶
作
円
。
略
釦
V
C
W山
内
属
国

C
在
日
肘
じ
る
こ

と
は
、
そ
の
よ
う
な
常
業
一
r休
で
は
な
く
、
取
引
に
お
い
て
他
人
の
支
配
を
受
け
て
い
6
者
を
信
じ
る
の
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
過
失

の
有
無
に
拘
わ
ら
子
、
本
人
の
行
為
は
、

第
三
者
に
内
外
史
の
事
態
に
つ
い
て
誤
解
を
招
く
も
の
で
あ
る
。

8
ら
に
と
の
い
μ併
を
支
持
す
Z
も
の
は
つ
矛
の
よ
う
に
も
い
う
A

加
古

本
人
は
、
依
動
作
者
と
し
と
の
第
三
者
の
有
在
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
代
冗
人
が
郊
三
者
へ
の
弁
済
を
し
て
く
れ
る
と
t
N
じ
亡
そ

商司J代思批おける非W1?主宅(得l街克郎〉

の
債
務
弁
務
到
用
の
山
払
を
代
理
人
に
l
、
し
か
も
右
の
朋
待
が
磁
ら
れ
た
抑
制
合
、
そ
の
と
と
か
ら
乱
じ
る
損
失
は
、
第
三
者
よ
り
も

本
人
に
負
釦
さ
せ
る
み
が
よ
り
公
正
で
あ
る
と
。

上
述
の
よ
う
に
、

S
L
E
r広
島
義

g
q
に
お
い
て
は
、
代
町
人
も
本
人
も
釦
三
者
医
対
し
て
仇
初
枕
才
地
に
た
ら

二
例
の
侠

務
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
と
と
は
、
釘
三
者
が
代
打
人

r五
人
と
か
ら
-
王
の
満
足
本
似
名
こ
と
を
秘
め
る
も
の
で
ば
な

く

:efl 

者
支三

万;，、
ら
満
足

を
伴
れ

ば
も
は
や
他
方
に

対
し
て
哨
求
す
る
」

と

" で
き
な
L、。
と
』

ろ
で、
J 
A 

朽
の

も日
都J

の

" h主、

満
足
に
凶
U

て
は
、
英
米
の
判
例
巾
に
け
り
は
仙
川
の
対
h
M
沿
あ
乙

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
札
併
合
玄
。
詩
句
の
法
剤
治
妥
九
し

釦
三
計
は
、

代
mm
人
で
色
本
人
で
も
沼
求
す
る
と
と
カ
で
き
る
カ

一
方
ピ
対
し
て
判
決
を
利
得
れ
ば
、
そ
の
判
決

ιよ
っ
て
満
足
を
叫
ら
れ
な
い
似
合
に
も
他
方

ι対
し
て
川
京

t
さ
す
、
し
か
も
、
他
方

に
対
す
る
判
決
の
投
件
が
培
仙
即
さ
れ
る
の
は
、
へ
社
ニ
ぷ

ω
同

d
x
z
c
m
一
之
さ
一
}
が
仇

f
し
一
時
さ
れ
た
放
で
あ
っ
て
、

ゐ
一
民
泊
さ
れ
そ

し
た
放
さ
は
な
い
か
ら

そ
の
に
め
に
は
め
三
点
泊
代
抑
人
の
仇
必
F

木
人
の
伯
作
初
の
刷
将
の
選
択
心
及
可
能
川
け
を
知
っ
て
い
る
と

に
d
R
h
れ
で
は
な
h

ほ
っ
て
、
伯
仲
=
内
が
代
抑
制
係
を
知
ら
ず
に

(5zs氏
。
)
代
冗
人
江
川
刈
し
ず
判
決
を
得
た
が
、
代
間
人
が
文

払
不
治
で
第
三
巧
が
依
栴
の
前
起
を
凶
作
ら
れ
な
く
マ
む

(
E
E巳
v
p
e
そ
の
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
み
人
の
穴
任
を
氾
及

υ
え
な

"~ 

L 、
" 



四

こ
れ
に
対
し
で
ア
メ
リ
カ
の
判
例
の
多
数
は
、
色
。
2
5
u
の
法
歯
周
を
採
用
す
る
。
第
三
者
は
、
代
理
人
と
本
人
に
対
し
て
一
ヲ
の
偵

権
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
債
権
満
足
に
つ
念
逮
釈
椛
を
持
っ
て
い
る
。

乙
の
選
択
権
は
一
度
行
使
せ
ら
れ
る
や
、
そ
の
変
蚕
は
許
き

れ
ず

(
O
E
O
-
R
日
ohML
一ω
g瓦
言
。
】
R
2
5
8
J
R
d
M
U
L
E
悶仏関白川一
z
g
H
m
p
b田
宮
内
露
。
、
選
択
さ
れ
た
者
が
上
九
払
木
飽
で
、
そ
の
者

か
ら
満
足
を
得
ら
れ
な
く
と
も
、
縮
刷
三
者
ほ
他
の
者
の
は
貝
径
を
追
及
し
え
い
。
選
択
は
、
選
畑
町
首
に
濯
ぴ
得
る
も
の
に
つ
い
て
の

つ

の
存
必
の
総
識
を
的
経
と
す
る
の
で
、
第
三
者
を
出
向
東
ヲ
乙
選
択
か
あ
っ
た
と
い
え
る
た
め
に
は
代
間
の
明
突
の
み
な
ら
ず
、
本
人
白

名
前
を
第
三
者
が
知
ワ
て
い
る
と
と
を
要
件
と
す
る

2
z
い
か
な
奇
行
為
が
色
。
込

μE
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
一
般
に

xv 

相
手
方
に
対
し
て
判
決
を
得
各
と
と
を
要
す
Z
Q

と
与
え
ら
れ
て
い
る
〔
9
0

S志

上
述
の
イ
ギ
リ
ス
及
び
ア
メ
リ
カ
の
多
数
の
判
例
の
見
解
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
少
数
の
判
決
は
、
わ
が
訟
に
お
い
て
、
代
理
人

雑

と
本
人
を
不
完
E
連
帯
債
務
者
と

u
て
肥
え
る
場
合
と
同
様
に
A
M

第
三
者
は
、

そ
の
債
権
の
完
全
な
荷
足
を
得
ら
れ
る
迄
、
代
理

学

人
及
び
本
人
の
宣
任
を
追
及
し
う
る
と
し
2

一
九
三
九
年
に
は
Z
0
4
4

刊
号
片
の
の
に

L
M
u
a
R胃
O

〉
♀
吻
戸
お
(
F
〉
も
そ
の
自
の

法

ζ

の
見
解
ほ
多
く
の
筆
者
の
賛
成
を
得
て
い
る

nu。
と
の
見
解
の
り
ィ
デ
ン
グ
ケ
ス
と
し
て
の
伊
百
同
4

規
定
を
し
袋
三

戸

図。
2
m己i
芯
町
内
陸
自

ω
留
で
は
、
砂
判
官
会
凡
一
裁
で
つ
ぎ
の
よ
う
k
h
v
う
8
3

神

「
代
盟
関
係
を
明
ら
か
に
せ
ず
自
己
の
名
で
契
約
を
し
た
代
罪
人
が
節
三
者
に
対
し
式
径
を
負
う
べ
き
こ
と
は
疑
な
い
。
第
三
者
は
、

代
理
人
の
信
用
を
信
じ
て
行
為
を
し
た
の
で
あ
っ
て
、

u
d
径
を
負
う
べ
き
本
人
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う

4rdの
現
自
で
代
理
人
制

人
の
責
任
を
追
及
す
る
梅
利
を
放
棄
す
る
必
要
は
な
い
。
本
人
は
、
契
約
が
臼
己
の
た
治
忙
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
点
任
を
負
い
、

唯
一
の
満
足
の
み
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
代
理
人
は
、
あ
る
い
は
自
己
が
債
権
者
と
な
り
う
る
と
い
う
と
と
に
よ
っ
て
利
益

を
得
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
代
煙
人
は
債
依
者
に
選
択
殺
を
行
使
さ
せ
て
、
自
分
自
身
責
任
を
免
れ
得
各
と
い
う
と
と
に
は

な
ら
な
い
。
契
約
に
よ
っ
て
既

κ責
任
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
は
、
自
分
自
身
又
注
そ
の
他
の
者
に
よ
忍
第
三
者



可

の
首
足
に
よ
っ
て
の
み
免
責
さ
れ
得
る
。
そ
こ
で
、
木
人
は
債
権
者
に
そ
の
訴
訟
を
選
択
し
、
自
身
又
は
代
理
人
を
免
責
さ
せ
忍
ょ
う

強
制
す
る
権
詞
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
弁
済
す
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
代
理
人
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
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司

F
E喜
も
同
旨

tい
が
、
高
し
え
な
か
っ
た

(泊
)
Z
O
O
L
F
m
w
自

-P伊
豆
勺
戸
別
活
5
2
-
O
M

に
よ
る
。

制

〉
自

B
の
理
論

〉

B
2
は
、
伝
託
法
町
内
を
応
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
ロ
ロ
告
閣
の
戸
GZR凶
弓
ヨ
こ
H

止
の
法
律
関
係
の
妥
当
な
結
論

k
gし
う
忍
、

と
し
て

勺
庄
の
よ
う
広
い
う
。

商事代型における非親名主義〈神働竜山1<)

代
南
部
内
人
と
の
み
、
債
務
者
〈
。

zzg&
、

代
疎
人
の
泌
三
者
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
、
第
三
仔
は
、

債
総
者

(
O
Z
Z需
の
)

震

に
た
つ
G

そ
れ
が
、
契
約
当
事
者
の
表
示
さ
れ
た
主
恩
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

ま
ず
、
代
別
人
の
館
一
一
一
者
に
対
す
る
侠
杭
に
つ
き
考
察
す
率
。
代
何
人
は
、
第
三
者
K
対
す
あ
僚
艇
の
一
昌
也
号
ゲ
を
持
っ
て
い

Z
。

υ
か
し
、
彼
は
、
そ
の
俄
炉
を
ぷ
人
の
た
め
に
取
得
し
た
の
で
、
そ
の
俄
絡
に
つ
き
本
人
の
た
め
の
受
託
者
会
日
鬼
忠
)
で
あ
答
。
信

ι
F妥
益
有
と
し
て
の
本
人
は
、
智
正
L
5
4
の
f
で
は
第
三
者
か
ら
直
佐
取
得
で
き
る
す
、
て
の
も
の
を
受
託
者
を
通
じ
て
間
銭
陀
取

得
す
る
己
と
が
で
ま
る
。
第
三
者
は
、
信
託
受
説
者
と
し
て
の
本
人
の
た
め
に
請
求
す
る
受
託
者
に
対
し
て
、
臼
己
の
名
で
晴
求
し
て

き
た
判
似
合
の
本
人
に
対
し
て
苛
臨
し
う
る
す
べ
ザ
の
抗
弁
を
復
旧
す
乙
と
と
が
で
ぎ
る

T
も

代
理
人
が
第
=
者
か
ら
債
権
の
満
足
を

受
記
者
と
し
て
の
代
理
人
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
債
栴
は

代
到
人
の
破
産
管
財
人
公
守

得
る
前
広
域
告
を
し
た

mA刊
に
は

ω
戸一恨門戸め

m
g
E
H
M
W
Z立
ち
に
移
転
せ
ず
、
本
人
の
た
必
の
一
信
託
財
産
と
し
て
代
舟
人
に
よ
り
保
持
し
続
け
ら
れ
、
債
務
が
敬
照
包
財
人
v
h

文
払
わ
れ
た
ぬ
介
、
問
山
財
人
は
そ
れ
を
全
額
本
人
の
た
め
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
~
2
3
変
則
浬
論
含

g
g包
Eω
乱
認
可
己
主

本
人
泊
巧
M
Y
R
と
し
て
第
一
一
一
以
引
を
訴
え
、
節
三
車
れ
か
ら
訴
え
ら
れ
あ
と
い
号
桧
鴨
川
と
併
託
mm
論
と
の
帰
結
K
お
け
る
唯
一
の
通
い

土
、
後
押
に
よ
る
と
代

m人
か
ら
の
倹
併
の
持
誌
有
償
取
得
者
会
。
宮
崎
E
o
g
E
R
F円
詰
一
E
V
U本
人
に
佼
先
し
う
2
9〔

3
る
と
い

2ま9

う
点
と
あ
る
が

乙
の
結
論
は
む
し
ろ
妥
当
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
巴



製調。

つ
い
で
、
代
理
人
の
債
務
、
第
三
者
の
債
権
に
つ
き
考
察
す
否
。
ヨ
弘
元
色
。
百
九
個

m
g
a
に
闘
し
て
の
困
難
は
、
本
人
花
代
理
人
と

第
一
一
一
者
と
の
契
約
の
利
益
を
与
え
る
点
よ
り
は
、
本
人
に
契
約
に
よ
る
負
担
を
帽
認
す
る
点
花
あ
る
。
代
理
人
の
み
が
第
三
者
K
対
し
て

債
務
を
負
担
す
る
と
い
う
調
理
論
を
と
忍
場
合
、
第
二
者
は
間
接
的
に
も
、
代
理
人
と
の
聞
の
契
約
の
履
行
に
つ
き
、
本
人
の
責
任
を
閑

b、
え

な
じ、

か

と
も、

う
と
そ
う
で
6ま
な
し、
。
契

E 
の
根
本
風

川
か
ら
は
ず
れ
あ
と
と
な
く

館

者
は
必
要
な

署
に
は

ー広
当
}と

も
仇

理
人
の
な
し
た
契
約
上
の
債
権
の
請
足
を
本
人
花
強
制
す
る
法
手
続
が
あ
る
。
本
人
と
代
理
人
と
の
関
係
か
ら
、
本
人
の
、
代
理
人
陀

対
す
る
正
当
な
事
務
処
理
費
用
令
指
長
】
一
言
一

ao
全
毎
日
お
旨

8
6
全
額
償
還
義
務

(
E
q
a
E
5日
gg-mEV
と
、
代
理
人
が
正

xv 

が
止
ず
し
る
。

と
の
本
人
の
責
任
解
除
義
務
に
対

当
権
限
に
基
づ
台
、
負
担
し
た
債
務
か
ら
の
責
任
解
除
義
務

2
G
q
a
R。宗
U
S
E
a

S老

債
動
物
の
文
弘
に
当
て
ら
れ
る
べ
き
責
任
財
産

応
す
る
代
理
人
の
権
利
は
、

彼
の
所
有
す
忍
有
価
物

(
S
F
5
0

え
晋
一
括
)

で
あ
り
、

総

の
一
部
で
あ
る
。

従
っ
て
そ
れ
は
、
代
理
人
に
対
し
て
債
権
を
取
得
し
た
第
三
者
の
執
行
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
こ

降

車
と乙

学

の
責
任
解
除
権
は
普
温
法
執
行
の
対
象
と
は
な
ら
ぬ
そ
の
佐
賀
か
ら
し
て
、

ζ

の
権
利
は
喜
一
自
由

wos-u一
ゅ
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
か

法

か
か
る
権
利
は
特
定
履
行
令
官
。
臥
民

か
る
権
利
の
取
得
者
は
何
ら
の
価
値
を
も
取
得
し
な
い
か
ら
で
あ
あ
。

に

よ

戸

つ
て
の

i 
き

れ
う

る
の
で

あ
り

聖
法
カ1
責
任
解
除
権
の
特
定
履
行
す

主
制
し
う
る
こ

と
は
碕
定
き

れ
て

る
と

ろ
で
あ
る

神

第
三
者
は
、
代
理
人
が
こ
の
責
任
解
除
梅
を
行
使
し
な
い
と
き
は
、
衡
平
法
執
行
め
訴
状
〔

E
Z
2
2
g
s
v
L
O
R
R
n
H
E
V
を
得

て
責
任
解
除
権
の
行
使
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

Z
苫

ζ

の
代
理
人
の
責
任
併
除
権
の
代
位
行
使
に
よ
あ
第
三
者
の
本
人
へ
の
責

任
追
及
の
理
論
は
、
上
述
の
変
則
翠
論
と
は
そ
の
結
果
K
お
い
て
ワ
ぎ
の
点
で
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
が
代
理
人
に
対
し
て
債
務

履
行
の
た
め
の
費
用
の
前
払
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
代
男
人
の
責
任
解
除
権
は
存
在
せ
ず
従
っ
て
ま
た
第
三
者
の
衡
平
法
執
行
の

s 

oaロ
E骨
子
伶

2
2
a
-
8
)
も
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
代
理
人
が
本
人
の
た
め

κ取
得
し
た
商
品
を
横
領
《
自
白
露
軍

権
利
主
与
同

自
育
児
隣
席
)
し
た
場
合
の
よ
う
な
、
契
約
後
の
代
理
人
の
連
法
行
為
に
よ
っ
て
責
任
解
除
権
は
泊
d

慨
す
る
の
で
こ
の
よ
う
な
吻
合
、



第
三
者
は
衡
平
法
執
行
の
訴
状
を
得
て
も
本
人
に
対
L
て
何
ら
の
権
利
行
使
も
な
し
え
な
い
。
さ
ら
に
、
当
初
か
ら
代
現
人
が
本
人
に

対
し
て
責
任
解
除
絡
を
取
得
し
な
い
掛
合

代
理
人
が
本
人
の
指
閣
に
反
し
て
契
約
し
た
と
き
は

そ
れ
が
代
理
人
の

例
え
ば

問
書
官
刊
誌

2
妥
耳
石
の
箱
閥
内
で
な
さ
れ
て
も
、
代
理
人
に
は
資
話
解
除
権
は
認
め
ら
れ
ず
、
従
っ
て
重
た
第
三
者
の
本
人
へ
の
貰

任
追
及
は
認
め
ら
れ
な
い
A
5
1

第
三
者
は
木
人
に
対
し
て
凶
渓
そ
の
責
任
を
追
及

ζ

れ
ら
の
切
合
に
も
変
則
理
論
に
よ
る
な
ら
ば

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
第
三
者
は
、
本
人
の
犠
牲
に
一
お
い
て
特
に
保
護
き
れ
る
、
き
理
由
は
な
い
。

商.代環におけるす顕名主義(神崎克郎〉

こ
の
〉
堅
苦
の
理
論
K
対
し
て
は
、
彼
は
信
託
受
益
者
と
戸
田
丘
R
T
Z仏
官
自
己
同
国
】
の
類
似
性
を
指
悩
し
た
が
、
両
者
の
問
の
六

き
た
桐
違
に
注
窓
ぞ
向
け
な
か
っ
た
と
い
う
批
判
カ

Z
Xの
る
c

す
な
は
ち

本
人
は
信
託
受
益
者
で
あ
る
が
闘
時
に
そ
れ
間
以
よ
の
も

の
で
あ
る
。
信
託
受
益
者
は
収
益
率
件
Z
、
4
A
人
は
押
収
益
本
一
得
る
が
さ
ら
に
収
益
取
得
の
方
桧
を
支
配
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

こ
の
と

と
乙
そ
が
責
任
M
除
義
務
が
人
的
で
あ
り
無
制
限
で
あ
る
ζ

と
の
建
畠
で
あ
る
。
責
任
ば
文
配
に
従
う
の
で
あ
り
、
従
っ
て
第
三
者
が

収
益
の
受
領
者
で
あ
り
契
約
締
結
の
陰
の
支
配
者
ハ
含

E
E
C
r
h

対

ν
て
請
求
し
う
る
の
は
不
公
正
で
は
な
い
と
。

し
か
し
、
と
の
批
判
は
、
〉
草
花
駒
山
身
が
認
め
て
い
石
ょ
う

K
、
彼
の
瑚
主
閣
が
英
米
で
確
w
i
u
て
い
る
判
例
法
と
合
致
し
な
い
と
い

う
と
と
を
お
く
な
ら
ば
、
そ
う
強
い
も
の
で
は
な
い
。

よ
り
訣
定
的
な
批
判
は
、

Z
阿君

N
E
E邑
釦
ロ
ム
〉

g
可
包
F
5
0

当
R
M
2
2
8
C
一寸。
回

ω
三

ω
ω
N
に
お
け
る
ロ
白
日
省
内
出
一
戸

~ 

の
つ
ぎ
の
言
葉
で
あ
ろ
う
?vo

F 

勺
私
は
、
信
託
に
調
ー
す
る
縫
々
の
い
錯
綜
や
理
論
争
r

非
難
し
た
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
尚
一
取
引
を
持
ち
込
み
、
商
事
代
理
人
法
信
託
旧

係
か
ら
昼
じ
る
あ
ら
ゆ
る
可
。

z
r
r閣
を
も
っ
た
受
託
者
に
な
る
と
併
す
る
と
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

た
し
か
に
、

n
p長
R
-
o
Z弘
司
自
町
民
吾
釦
万
が
出
接
第
三
者
を
訴
え
、
第
=
者
か
ら
訴
え
ら
れ
う
る
と
す
る
万
が
、
〉
旨

2
の
い
う
よ
う

V

に
あ
る
い
は

2
E
E
F
7
2
5
5
の
迂
路
孝
一
経
る
よ
り
は
る
か
に
簡
汽
で
あ
り
、
か
つ
迅
速
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
法
の

M

おl

釈
に
留
意
す
べ
き
は
、

ω
S自
匂
も
切
B
B垣
内
一
-
「

同
も
、

c
p
b
E
8
a
M
V司
自
己
喝
巳
の
法
理
で
は
、
当
事
者
に
夜
々
の
抗
弁
を
認



四

ゐ
て
正
義
匂
連
成
広
合
致
す
Z
ょ
う
は
か
ら
れ
た
土
台
の
上
で
、

こ
の
批
判
を
し
て
い
る
と
と
で
あ
る
。

T
v
m
g
E
E
E
h
e内
昏

o
E司
弘
足
ロ

F
g
a
a
L
m茄
Nタ
お
む
一

ω
S
F
J『
Z
H
h唱
。

h
d
g
F
S
ω
f
ヨ
H
a
m
a
m
z

宮

)
F
2
R
s
a
q市宮
E
4
a
p
E
9
Z
N回
一
宮
M
m
n
a
p
E
?
u
Eふふず
E
E
E
L
P吾川
Z
Z
〉

a
m
a

(
3
)
m
B
R
E宮
内
乱
昏

OFud司
a
p
g
F
宮
戸

ω02-FLFF噌
同
町
吋

ω一
切
。
関
係

H
Y
E
E
F
g
L斤
O
m
a
g
E当
OA
吋
旨

Erω
三

&FJ

HE3奇
R
B

(4V
と
の
代
理
人
の
本
人
に
対
し
て
有
す
る
責
任
解
除
掘
を
代
理
人
の
責
任
財
躍
と
し
て
、

第
三
者
ぷ
利
用
す
る
と
と
に
つ
い
て
は
、

d-J-E
一8
l

xv 

吋。日“

Q8PHVEfMvgH
も
銀
色
る
と
と
る
で
あ
る

〈

5
ν
ω
g
F】山
宮
内
陣
「
一
】
宮
司
岡
山
田
吋

S
S
A

諮

ハ
6
〕

f
t
d
】
伊
司
王
子
咽
勾
匂

総

《

7
〉
商
取
引
に
お
け
る
法
律
関
係
の
簡
明
さ
と
い
う
と
と
か
ら
、

}
A
人
が
、
第
三
者
を
直
撃
訴
求
し
、
第
三
者
か
ら
訴
求
舎
れ
る
法
理
の
長
野
を
見

る
も
の
に
、

i
i
E
3
3奮
闘
。

学法戸

五

わ
が
法
に
お
け
る
構
成

神

同

利
益
街
量
l
本
人
及
び
代
理
人
の
債
権
者
地
位

民
法
に
想
定
す
る
代
理
の
顕
名
主
義
の
原
則
を
排
し
て
、
商
事
代
理
に
お
い
て
は
、
代
理
人
が
代
理
関
係
を
表
示
せ
ず
に
行
為
を
し

た
場
合
に
も
、
第
三
者
に
対
し
て
は
代
理
人
で
は
な
く
本
人
が
債
権
者
に
な
る
と
と
を
認
め
る
と
と
は
、
代
理
人
の
支
弘
不
能
を
考
慮

す
る
と
本
人
に
有
利
で
あ
り

ま
た
代
理
人
の
行
為
が
本
人
の
計
算
で
な
さ
れ
る
と
と
か
ら
一
見
正
義
忙
遭
っ
て
い
あ
。
と
い
う
@
ほ
、

代
現

人
の

般

車
者

代
理
人

本
人
の
計
算
で
第

者
に
対

て
取
得

車
E 
己
の
債
権
の

i 
象

す

主
質

的
理
由
を
持
た
な
い
か

b
で
あ
る

TV

と
こ
ろ
で
英
米
法
の

g
E
E。
虫
色
官

5
2ヨ
-
の
法
理
で
は
本
人
の
第
三
者
に
対
す
る
債
権



守宅

電
位
カ1
認
~ 

R 
て
し、
る
カミ、
そ
オ1

tま
本
人
の
占
現
に
よ
っ
て
第

者

" 不
利
益
な
状
態
に
お
か
れ

て
tま
な
ら

な
も、

と
b、
う
重

大
な

制
浪
つ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
第
三
者
は
、
本
人
の
詰
求
に
対
し
て
本
人
の
出
現
前
に
代
理
人
に
対
し
て
主
張
し
え
た
抗
弁
を
す

ぺ
て
援
用
す
る
こ
と
が
沼
め
ら
れ
て
お
り
、
結
局
本
人
の
僕
佐
者
地
位
は
、
第
三
者
に
対
す
る
代
周
人
の
倹
続
の
譲
受
人
官
喜
一
偶
白
書
)

の
そ
れ
で
あ
る

E
U
わ
ポ
法
K
お
い
て
代
却
の
非
均
名
主
訟
を
本
人
及
び
代
到
人
の
鎖
性
航
者
地
位
に
つ
ぎ
問
題
と
す
る
初
合
、
当
然

に
は
第
三
滑
に
は
共
米
訟
に
お
け
る
と
同
じ
抗
弁
の
援
用
ば
必
め
ら
れ
ず
、
き
た
本
人
の
債
権
者
地
位
は
、
代
理
人
か
ら
の
債
相
識
受

商事代理における非額名主義〈神衛克郎〉

人
と
し
て
の
そ
れ
で
は
た
い
。
も
っ
と
も
、
本
人
出
巧
ぜ
刷
に
善
意
無
過
失
で
代
理
人
ヘ
債
務
の
弁
済
を
し
た
第
三
者
は
、
そ
の
こ
と
を

も
っ
て
本
人
の
耐
求
に
抗
弁
で
き
る
。
民
法
四
七
八
条
は
、
債
権
の
準
占
有
者
へ
の
弁
済
は
弁
務
者
が
善
量
で
お
る
場
合
は
有
効
で
あ

り
、
債
務
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。

ご
と
に
い
う
債
権
の
準
内
，
句
者
L
C
は
、
弁
務
者
よ
り
観
察
し
て
、
社
会

般
の
取
引
観
念
陀
照
ら
し
良
育
債
権
を
有
す
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
す
)
に
足
る
外
観
を
備
え
Z
も
の
の
立
で
あ
る
が
商
事
代
理
に

五ド
敬
名
主
義
を

覧
し

イ℃
翌

人
の

代

首
係
を
袋
示
せ
ず
K 
し
た
契
約
に
基
っ
き
木
人
治事

長
依
総

長
得
し

代
理
人

は

第

者
に
対
し
て
債
権
を
有
し
な
い
と
し
て
も
、
彼
は
、
契
約
締
結
4
4
聞
の
表
示
さ
れ
た
志
恩
よ
り
す
れ
ば
契
約
当
事
者
で
あ
り
当
然
の
侠

継
者
で
あ
っ
て
、
第
三
者
か
ら
は
一
般
取
引
綿
念
の
下

ι判
断
し
て
債
権
者
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
に
足
る
外
偵
を
有
し
、
従
っ
て
か

か
忍
代
理
人
に
善
計
山
で
弁
済
し
た
第
三
者
は
、
債
権
の
準
占
有
者
ヘ
の
弁
済
者
と
し
て
免
賀
さ
れ
る
。
し
か
し

こ
の
見
解
に
お
い
て

は
、
代
理
人
、
の
弁
高
の
能
供
、
代
蝿
人
と
の
聞
の
更
改
、
代
物
弁
筒
、
支
払
延
期
の
合
本
代
姐
人
の
契
約
抑
削
除
、
免
除
等
は
、
当

然
花
μ
仏
本
人
の
請
求
応
対
す
る
抗
弁
た
り
え
な
い
B

と
い
う
の
は
、
代
理
人
が
と
れ
ら
の
行
為
を
す
る
に
ふ
い
て
本
人
か
ら
代
理
授
権

を
得
て
い
な
い
鋭
〈
口
に
は
、
代
理
人
が
す
、
て
代
理
関
係
を
表
一
不
せ
ず
に
行
為
を
す
る
の
で
表
九
代
理
は
成
立
せ
ず
、
ま
た
魔
法
丘

O

去
は

草
者
は

喜
の
必
旨
Jと
皮

し
な

阪

で

明
ijミ

の

草
の
範

買
の
行
為
を
な
し
う

る
と
の
解
釈
規
定
に
す

ぎ
な

右

払ヲ

の
よ
う
な
行
為
は
、
多
く
の
場
合
委
任
の
趣
旨
K
皮
ず
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
で
あ
あ
U

ま
た
、
こ
の
見
解
に
よ
る
と
き
は
、
代
理
人



F 

拙

は
一
度
と
し
て
第
三
者
に
対
す
る
債
権
の
主
体
と
は
な
っ
た
と
と
が
な
い
の
で
、
債
務
者
で
あ
昼
第
三
者
及
び
表
児
的
債
権
者
で
あ
る

代
理
人
の
言
葉
を
過
失
な
く
信
じ
て
、
第
三
者
に
対
す
る
債
権
を
表
見
債
権
者
よ
り
談
受
け
た
債
権
の
善
意
譲
受
人
は
、
債
権
の
善
意

取
得
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
保
護
さ
れ
ず
、
本
人
に
道
を
議
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、
債
務
者
が
代
理
人
か
ら
の
償
権
の
普
滋
磁

受
人
に
弁
済
し
て
免
責
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
又
別
個
の
閥
砲
で
あ
Z
。

他
方
、
商
季
代
理
に
も
、
民
法
の
代
涯
の
顕
名
主
務
の
原
則
を
採
用

L
た
場
合
に
は
、
本
人
で
は
な
く
代
理
人
が
第
三
者
に
対
す
る

草
者
の

盟
に
立
ち

本
人
治t

代
翠

人
め
な

し
た
符
為
に
基
っ
き
第

者
に

請
求
し
よ
う

与
る
な

ら
ば

代
理
人

か
ら

の
償

蓄

XV 

波
を
得
る
か
、

代
理
人
の
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
債
権
を
代
位
行
使
ハ
民
法
回
二
三
条
)
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

己
の
場
合
第

詑

者
は
、
本
人
の
請
求
に
対
し
て
、
代
理
人
に
対
し
主
慢
し
う
る
す
べ
て
の
抗
弁
を
主
複
す
る
ζ
と
が
で
き

zzvの
で
あ
っ
て
、
英
米
法

被

の
ロ

E
R
r
s己
E

宅医

て
し、
岩つ

れ
る

「
本
人
lま、
債

事
受
人
肌
_c 
の
地
位
K 
J立
ち
得
~ 
b、。
」

と
し、

う
」

と
が2

そ
の
ま
ま
あ
て
tま
ま
る。
従
つ
L 、
代
翼

関

法

係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
者
は
不
剰
益
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
本
人
に
第
三
者
K
対
す
Z

戸

直
接
の
債
権
者
地
位
を
認
め
な
い
見
解
の
方
が
よ
り
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
乙
ろ
で
、
代
理
人
に
の
み
第
三
者
K
対
す
る

神

債
権
者
地
位
を
認
め
た
場
合
、
代
抱
月
人
の
支
払
末
能
の
場
合
の
本
人
と
代
理
人
の
一
般
債
樽
者
と
の
利
益
衝
突
ヒ
関
し
て
本
人
の
利
益

を
害
し
は
し
な
い
か
、
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
問
陣
法
K
お
い
て
関
口
織
が
委
主
者
の
計
算
さ
取
得
し
た
債
権
に
対
す
る
関
厚
の

一
般
債
権
者
の
綱
取
に
際
し
委
託
者
に
取
戻
航
、
第
亡
者
異
議
の
訴
が
認
め
ら
れ
て
委
託
老
の
保
護
が
は
か
ら
れ
て
い
る
互
が
、

」

の
法
廻
を
一
般
の
委
任
に
お
い
て
も
恕
b
z
e戸
S
限
り

代
理
人
の
支
払
不
能
か
ら
生
じ
る
本
人
の
不
利
益
の
排
除
と
い
う
点
に
お
い

て
、
代
理
人
の
直
接
僚
経
者
地
位
を
認
め
る
見
解
ほ
、
不
都
合
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
。
さ
ら
に
、

こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
代
預
入

，冶

ら
の
第

吾
ドζ

対
す
る

患
の
銭
受
人

債
権
の

i 
停
を
閥
題

与
る
己

主
当
然
に
保
護
さ

オL， 
の
で• り
償

華



昨明

引
の
安
全
と
い
う
と
と
か
ら
も
ま
た
と
の
見
解
は
よ
り
妥
当
な
も
の
で
忘
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
き
ら
に
次
の
点
で
も
い
い
う
る
。

契
約
か
ら
生
じ
る
債
務
内
容
と
い
う
点
で
は
、
第
三
者
ほ
、
代
mm
人
に
弁
済
す
べ
き
か
本
人
に
弁
済
す
べ
き
か
に
よ
っ
て
そ
の
利
益
状

態
に
相
違
を
感
ず
る
も
の
で
は
な
い
が
、
訟
を
椴
利
者
と
し
て
弁
済
す
ベ
些
か
、
と
い
う
点
で
は
、

一
重
払
の
危
険
、
履
行
遅
滞
の
不

利
益
と
い
う
と
と
に
関
~
て
、
代
現
人
で
は
な
く
ぶ
人
の
み
が
第
三
者
K
対
し
て
僚
桝
者
地
位
に
立
っ
と
す
あ
場
合
の
取
引
上
の
悶
難

〈

2
2目
白
合
同
】

EHL島
芭
《
L
K比
し
て
、
本
人
で
は
な
く
代
理
人
の
み
が
債
権
者
地
位
を
取
得
一
ヲ
る
と
す
る
似
合
の
筒
切
さ
は
、

商軒も理における弗露出全議(神倫克郎〉

利
益
衡
量
に
於
い
て
当
然
に
考
慮
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い

こ
り
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

本
人
及
び
代
理
人
の
債
権
者
地
位
に
周
し
て
は
川
代
理
人
の
支
払
不
能
の
場
合
の
本
人
保
護
の
た
め

" Fま
本
人
、
代
理
人
の
ど
ち
ら
泊
第
三
者
K
対

υ
て
債
権
者
地
位
を
取
得
す
る
と
考
え
て
も
同
一
の
結
論
に
遣
し
う
る
こ
と
、
問

債
権
取
引
の
安
全

l
代
理
人
か
ら
の
債
権
設
受
人
の
保
穫
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

本
人
で
ほ
な
〈
代
到
人

第
三
者
の
債
務
者
地
位
、

に
債
権
者
地
位
を
抱
め
る
万
が
よ
り
望
ま
し
い
結
論
に
達
し
う
る
ζ

と、

き
ら
K
は
側
代
理
人
の
み
が
第
三
者
に
対
し
て
債
納
者
地

位
を
有
す
る
と
し
て
も
、
本
人
は

民
法
六
四
六
条
二
項
に
よ
る
代
理
人
に
対
す
る
権
利
移
転
一
請
求
絃
を
適
し
て
第
三
者
か
ら
問
技

そ
の
保
護
と
し
て
は
そ
れ
で
足
る
と
と

等
か
ら
し
て

代
理
人
が
代
罰
則
聞
係
を
表
示
せ
ず
に

的
に
満
足
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
り

第

者
と
の

閑
に

本
人
の
?と
め
に
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は、
賞百

者
に
対
し
て
jま
本
人
で
jま

な
く
代
理
人
の
み
治主

直
拡
の

薦
者

地

号
有
す
る
と
す

る
方
カE

本
人

の
直
接
の
債
椛
若

宮
を
認
め
る
よ
り
も
よ
り
妥
当
で
あ

" 、
と
し、

え

" 0 
商
事五

イt
F眠
の
卦卜
顕
名

主
宰
を
認
め
る
弘
鮮
の
巾
に
も

取
引
の
安
全
の
た
め
に
本
人
の
債
権
者
地
位
を
否
躍
し
た
し
K
M
m
官
)
の
あ
る
己
と
は
、

故
な
し
と
し

な
い
八

g
T
V
O
G
色宮崎け
I
F包
g
p
E
-一
旬

ω
N
e

四

(
2〉
切

Z
S
4
L
r区
一
句
勾

P
ψ
B
4
nア
F
E
E
C骨

a
手

S
E毛
色

h
k
g
a
M
m聖
司

w
a
p
b
a
y
mユI
F
E
S
】

ず

主

唱
J

ヨ
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描

F
E
E
h
N
a
Q
 

《

3
)
杉
之
原
「
表
見
的
受
領
権
者
に
対
す
る
脊
済
者
の
保
護
」
法
飽
凶
六
巻
九
号
一
亙
七
七
貢
臥
下
現
安
新
町
債
権
極
論
一
一
七
八
買
、
鈴
保

債
檎
鎗
論
三
一
三
賀
以
7
・

(
4
V

我
妻
前
倒
間
六
九
買
、
於
保
前
掲
一
五
九
買
、
柏
木
判
例
債
指
法
総
稔
一
九
五
買
i

民
能
回
六
八
条
二
項
。

官
)
拙
稿
「
柾
群
発
買
委
話
者
の
法
的
地
位
」
神
戸
法
学
雑
誌
一
三
巻
四
号
四
九
一
一
良
以
下
会
照
。

官
)
近
属
僚
抱
法
各
論
一
回
一
一
貢
、

S
E
Z。
F

F
舗の

gま
主
雪
合
員

g
a
a告
g
t。
路
震
U
5
2
E丹
暗
号
詰

F
E倖
E
F

E
R
N
国
初
旬
ム
「
じ
ド
聞
各
自

RibM州
μ
田
区
内
時
一
関
陶

O

∞

宮
M
B照
@

(
7
〉
。
。
。
牛
厚
話
昆
l
国
御
目

S
F
F
g
匂
匂
袋
路
戸

(
8
)

小
町
谷
商
号
券
法
矯
六
一
頁
詮
〈
六
て
高
図
「
商
事
代
理
」
民
霊
草
辞
典
九
六
C
耳

《

9
)
ド
イ
ア
で
い
わ
れ
る

c
g
岳
民
一
三
時
巴

2
2
gな
主
に
お
い
て
は
、
そ
の
要
件
L

と
し
て
第
一
三
者
に
と
り
契
討
の
相
手
方
が
誰
で
あ
る
が

玄V誌雑学

弘
治
一
舎
も
E
m
な
と
と
が
要
件
主
き
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
。

法

同

利
益
衡
量

l
本
人
及
び
代
遺
人
の
債
務
省
地
位

戸

代
理
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
い
代
理
人
と
契
約
を
し
た
第
三
者
が
代
理
人
に
対
し
て
の
み
な
ら
子
、
本
人
に
対
し
て
も
、
両
者
を
不

神

真
正
連
帯
債
務
者
と
し
て
、
直
接
債
権
を
主
張
で
き
る
と
と
は
、
そ
の
債
権
満
足
と
い
う
点
で
は
第
三
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
と
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
代
理
人
が
第
三
者
へ
の
債
務
履
行
前
に
支
払
不
能
に
陥
っ
た
場
合
を
考
慮
す
る
と
容
易
K
首
肯
し
う
芯
と
と
る

で
あ
る
。
し
か
し
、

と
の
第
二
者
が
直
接
本
人
に
対
し
て
請
求
し
う
苔
と
い
う
同
一
事
実
は
、
本
人
区
不
利
益
に
作
用
す
忍
。
と
こ
ろ

で
、
右
の
よ
う
な
第
三
者
の
利
益
は
法
的
保
護
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
う
か
。
第
三
者
は
、
代
理
人
の
信
用
決
態
を
信
頼
し
て
、
代
理

人
と
の
契
約
に
よ
っ
て
債
権
を
取
得
し
た
の
で
あ
り
、
契
約
締
結
の
際
に
は
本
人
の
存
布
、
そ
の
責
任
財
産
へ
の
藍
接
追
及
と
い
う
と

と
は
第
三
者
K
は
期
待
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
乙
と
は
代
理
人
と
の
契
約
に
お
い
て
も
契
約
乞
項
と
し
て
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
と



場司

ζ

ろ
で
あ
る
。
後
円
代
理
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
者
が
直
接
本
人
の
責
任
を
追
及
し
う
る
と
と
は
、
第
三
者
に

と
っ
て
ば
阻
止
い
も
ふ
十
ぬ
告
さ
あ
り
、

E
ち
関
芳
三
え
き
一
L
a
bヨ牛

ZEP--)
、
そ
の
よ
う
な
と
と
を
沼
め
る
こ
と
は
契
約
法
の
一
般

i
M
川
か
ら
す
レ
ぽ
一
つ
の
芝
川
で
お
る

T
3
英
米
法
の
戸
一
ヨ
一
一
斉
-rvpnc
ユ勺一司

2
5
2
4
の
法
凡
乙
お
い
て
は
、
街
の
よ
う
な
こ
と
之
、
契

約
法
の
一
般
原
則
元
ら
も
る
な
ら
ば
、
愛
則
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
、

2
B
E
E
F
S
Z
E
qに
依
拠
す
る
と
か
、
代
理

人
の
行
為
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
も
白
は
第
三
者
が
そ
の
信
用
状
態
を
信
頼
μ

た
代
史
人
の
支
払
不
能
に
際
し
て
は
責
任
を
負
う

商事氏曜における非顕名主義〈洲崎古郎〉

べ
き
で
あ
る
と
い
う
法
必
情
に
申
架
す
る
と
さ
れ
て
お
り
2

さ
ら
に
は

本
人
の
た
め

K
す
る
こ
と
を
表
示
せ
ず
に
契
約
す
る
も

の

" 
楠

2 
0ζ 
対
し
て
自
己

常
業

ま
で

あ
否
よ
う
な
外
報E

< 
与
え

そ
の
侶
周
を

翌
に

評
何
さ
せ

勝
ち
で
あ
り

要
の

有

空
間
h 
ず
そ
の
よ
う

な
結
果
に

百
ナ
ザ

与
え
た
ード

メト

人
!ま、
第

者
}ζ 

対
し
て
直
後
責
特
を
負
う

ーぺ
き
c 
あ
あ

と
し、

最コ

れ
o 
s 
4 

• 
そ

し
ι 、
代

" 人
vま、
そ
の
契
約
の
言t
算
の
帰
属
主
体
と
し
て

実
際
以
上
に
そ
の
信
用

が
大
き
く

" 価
さ
れ
L今
ち
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば

第
三
者
の
、
代
wm
人
の
支
払
不
能
に
よ
忍
危
険
か
ら
の
保
護
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
場
合
、
わ
が
法
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
代
理
人

と
本
人
の
不
認
正
凱
帯
債
務
を
認
め
る
己
と
は
十
分
芯
昧
の
あ
る
と
と
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
レ
か
も
、
わ
が
法
に
お
い
て
は
、

商
事
代
毘
に
も
顕
名
主
義
の
高
品
川
を
採
附
し
た
勾
合
に
お
い
て
も
後
述
の
よ
う
な
迂
路
を
縫
て
右
と
同
じ
よ
う
な
結
論
に
逮
ヲ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

委
任
に
お
い
て
は
、
委
任
者
は
受
任
者
に
対

υ
で
何
ら
の
経
済
的
負
担
を
か
け
ず
、
ま
た
績
失
を
被
む
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
託
務

を
負
担
す
ザ
令
官
三
そ
こ
で
、
受
任
者
が
委
任
者
の
た
め
に
正
当
な
権
限
に
基
づ
い
て
第
三
者
に
対
し
て
償
蕩
を
負
担
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
姿
伝
者
は
、
受
何
者
に
対
し
て
、
有
償
務
弁
W

併
に
必
要
な
費
用
品
川
払
義
務
(
民
法
ハ
四
九
条
ν
を
、
さ
ら
に
受
任
者
に
代
っ
て
第
三

者
に
右
債
務
を
弁
済
〔
璽
ニ
者
弁
済
〉
し
て
受
任
者
の
責
任
を
解
除
す
る
撃
演
《
筒
六
五

O
条
二
項
U

を
、
受
任
者
が
第
三
者
に
対
し
て
自

間

己
の
割
以
周
で
債
務
を
弁
療
し
た
場
合
医
は
そ
の
債
務
弁
済
山
政
周
償
選
義
務
(
用
品
八
五

O
条
一
項
)
ぞ
負
担
す
名
。
代
預
入
が
本
人
の
た
め



~ 

調

区
す
る
と
と
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
行
為
し
先
場
合
ビ
代
理
の
顕
名
主
義
が
妥
当
す
る
な
ら
、
そ
の
掛
合
の
本
人
L
C

代
理
人
聞
に
も
右
の

乙
と
は
当
然
K
妥
当
す
る
。

と
れ
ら
の
義
務
の
う
ち
、
第
三
者
の
代
理
人
に
対
す
る
履
行
請
求
の
段
階
で
問
題
と
な
る
の
は
、
山
賀
用
前

払
義
務
及
び
責
任
解
除
義
務
で
あ
る
。
と
の
本
人
の
責
任
解
除
義
務
に
対
応
す
る
、
代
理
人
の
、
本
人
応
対
す
る
第
三
者
へ
の
債
務
の

弁
済
を
求
ゐ
z 
債
権

は

そ
の

権
利
行
使
2ρ 

代
遺

人
の
意
思
に
ま
カ令

さ
れ
ね
tま
な
b 
ぬ

身

富
権
で

は
な
し、

し

ま

" " に差
押
を

許
き
ぬ
梅
雨J
で
は
な
い
の
で、
代
理
人
の
僚
稿
者
Jレ

し
ず

の
第

者
は

代
建
人
カミ
本
人
に

対
し
て
有
す
る
と

の

喜

"' 除権
高
法

四
二
三
条
ヒ
よ
っ
て
代
位
行
使
す
あ
こ
と
が
で
き
る
百
三

一
般
に
は
、
債
権
者
代
位
権
行
使
に
当
つ
て
は
、
債
仙
偶
者
は
債
務
者
の
傑

XV 

剥
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
使
の
効
栄
も
債
務
者
に
帰
属
し
、
そ
と
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
は
、
総
債
編
者
の
共
同
担
保
と

能

な
り
、
代
位
権
行
使
債
悔
稿
者
は
他
の

一
般
債
権
者
区
優
先
し
う
る
も
の
で
は
な
い
空
?
U

こ
の
場
合
の
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
有

雑

す
る
責
任
解
除
権
は
、
そ
の
行
使
K
よ
ヲ
亡
代
理
人
の
財
障
が
積
極
的
に
増
加
せ
ず
、
代
理
人
の
相
手
方

σあ
あ
第
三
者
の
財
庫
増
加

学

を
結
果
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
三
者
に
よ
る
代
位
行
使
に
於
い
て
も
、
代
県
人
の
債
継
者

ω共
同
伺
保
の
日
制
捗
的
構
加
と
い
う
乙

法

と
は
な
く
、
第
三
者
は
、
結
果
的
に
は
そ
と
か
ら
優
先
的
〔

E
潰
足
を
得
る
ζ
と
が
で
を
る
。
そ
こ
で
、
代
理
人
の
責
任
解
除
併
を
目
的

戸

と
す
忍
債
権
者
代
位
権
の
行
使
に
よ
っ
て
得
る
第
三
者
の
利
益
は
、
代
理
人
の
破
産
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
K
変
更
の
あ
λ
も
の
で
は
な

神

問
題
な
の
は

代
翠

人
カミ
破
産
し
た
場
合
に

そ
の

破

喜
財
人
が

受
区

事
る

事
弁
務
費
用
前
払
請
求
権
を
行

で
て
実

任
解
除
権
を
消
滅
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
ζ

め
責
任
解
除
権
を
代
位
の
対
象
と
す
る
第
三
者
の
債
権
者
代
位
権
行
使
の
機
会
を
窺
う

己
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
あ
。
と
い
う
の
は
、
代
理
人
ハ
受
任
著
)
が
本
人
ハ
委
任
者
)
花
対
し
て
有
す
る
批
用
前
払
論

求
権
と
責
任
問
肝
除
綿
と
は
、
そ
れ
が
代
認
人
の
第
三
者
に
対
す
る
岡
一
債
務
を
原
凶
と
す
る
隙
り
は
、
選
択
的
離
合
の
関
係

K
あ
り
、

一
方
が
満
足
せ
し
あ
ら
れ
る
な
ら
ば
他
方
は
当
然
に
消
誠
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
あ
G

と
こ
ろ
で
、
代
理
人
が
破
産
し
、
第
三
者
へ
の

債
務
弁
務
質
同
と
し
て
本
人
が
前
払
し
た
財
産
が
代
理
人
の
一
般
債
権
者
の
平
等
満
足
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
第
三
者
へ
の
債
務
弁
済



可

に
完
全
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
喪
失
し
た
場
合
に
は
本
人
、
代
理
人
閑
に
費
用
前
払
の
た
め
に
必
要
な
財
産
的
信
頼
関
係
は
嵐
山
城

し
て
む
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
代
恩
人
〈
そ
の
破
産
管
財
人
V

は

A
人
に
対
し
て
責
任

M
除
催
、
必
袋
支
出
此
用
の
依
越
消
求
権
の
み

を
有
し
、
も
は
や
弁
済
畑
山
用
品
川
払
品
求
院
を
有
し
な
い
と
み
亡
よ
い
で
み
る
う

g
t

}ω
よ
う
に
し
て
、
拶
一
二
g
u
T
M刈
ド
代
川
に
ち

期
名
主
義
が
妥
ド
す
る
財
介
巳
も
、
必
要
な

M
Aい
κ凶
似
称
お
代
位
仇
(
内
談
訴
栴
)
を
泊
し
て
で
は
あ
る
が
、
本
人
の
財
叩
か
ら
満
記

を
得

E 
る
の
で
あ
っ
て、
代
理
人
の
信
m 
状
態
カ1

実
際
よ
り
も
A皇
太
吟F
価
さ

れ
勝
も
で
あ
る
た
~ 
K 
代
珂
入
念:

ι 
払

"之官容
に
陥
っ
た

臨事代理における非敏名主諸〈神崎克服〉

局
A

ロ
第
三
者
を
保
護
す
ベ
ぎ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
要
請
に
は
、
代
理
の
期
名
4
4£
の
阿
川
を
烈
徹
す
る
凶
A
U

に
も

X

応
ず
る
己
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

ave
も
っ
と
も
、

}
般
に
は
偵
御
者
代
位
杭
行
使
の
要
件
と
し
て
、
債
務
者
の
似
也
氏
力
が
必
裳
と

さ
れ
る
が
、
代
理
人
の
責
任
解
除
権
を
代
位
の
目
的
と
す
る
場
合
K
も
こ
の
史
件
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
与
え
ら
れ
る
が
、

」

の
場
合

代
位
柄
行
使

" よっ
て
俊
樹
右
で
あ
る
代
理
人
の

似
侠
栴
者
の
共
同

起
が

的
紘
的
に
f倍
加
す

i 
の
で
は
な
t、
」

レ
」

責
任
解
除
機
そ
の
も
の
が
謎
謎
性
を
有
し
な
い
こ
と
、
債
務
者
の
Mm資
力
を
要
件
と
せ
す
に
代
的
W

打
山
慨
を
d
b
て
も
閃
係
荷
の
利
益
を

? 
な

と
等
か
ら

償
還場
者
の
第

償
重野
老
Jζ 
対
す， 
4主
定
債
縦
ザ

花
位
行
使
す
る
と
と
に
よ
っ
て
侠

専
の

):j! 

能
丸

保
A 
~ 

し
う
る

場
A 
門

の
ひ
と
つ
と
し
て、
家
屋
明
被
2荷
求
催
等， 
ユ与
に

債
務

者
の
知花
資
j， 
を
要
件
と
せ
ず

" 位n 
使
σ〉
可

常
を
ぷ
冶

て
よ

b、
で
あ
ろ
う
o 

p 

の
代
理
人
の
本
人
i三
対
す
る

喜
解
除
権
を
代
i立
の
間
的
と

あ
債
胤
者
代
位
取
K 
よ
る
m 

't;" 
の
本
人
へ
の
間
J安

の
安
福
追
及
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
代
理
人
の
責
任
解
除
権
と
引
用
前
弘
法
求
権
と
が
選
択
的
競
合
の
凶
係
に
た
っ
乙
と
か
ら
、
本
人

が
代
理
人
ヘ
債
務
弁
務
費
用
を
刷
払
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
排
斥
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

一
見
、
本
人
か
ら
代

m人
ヘ
僚
経

弁
済
費
用
の
前
払
が
あ
る
樹
〈
口
と
な
い
場
合
と
で
は
、
当
事
者
防
の
利
寄
関
係
に
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
、
こ
の
辺
諭
は
と
り
え
な
い

か
の
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ゆ
り
、
第
三
者
の
、
本
人
の
責
任
財
産
へ
の
問
N
訟
の
栴
利
追
石
反
応
、
本
人
か
ら
代
町
人
へ
の
債
務
弁
済
山
口

勾9

周
の
前
払
の
有
無
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
代
理
人
と
本
人
間
の
内
部
関
係
に
よ
っ
て
、
代
京
人
の
も
〈
払
不
能
の
頃
合



F 
醐

に

富
里
た
る
第
三

者
の
地
位
泊E

蓄
を
受
け
る
の
は
不
当
で
あ
る

与
る
議
論

そ

で
あ
る

し
治通

し

言
関
係

主
理
関

係
を
対
立
し
た
も
の
と
し
て
抱
え
、

ご
々
の
事
情
に
よ
っ
て
他
方
が
影
響
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
形
式
論
は
-
応
措
く

な
ら
ば
、
本
人
が
債
務
弁
済
費
用
の
前
払
を
し
た
後
、
代
建
人
が
支
払
不
能
に
陥
っ
た
場
合
、
第
三
者
と
本
人
の
ど
ち
ら
を
保
護
す
ベ

き
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
の
結
論
は
さ
ほ
と
不
当
な
も
の
で
は
な
い

aヨ
さ
ら
に
、
本
人
か
ら
債
務
弁
済
費
用
の
前
払
を
受
け

た
代
理
人
が
第
三
者
へ
の
債
務
弁
済
問
に
破
産
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
の
、
責
任
解
除
権
代
位
行
使
に
よ
る
本
人
の
責
任
財
産
へ
の

開
館
の
権
利
追
及
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
排
斥
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
一
一
一
者
は
、
そ
の
債
務
者
と
し
て
の
代
理
人
が
破

xv 

産
し
た
勘
合
に
}ま、
本
人
か

主
連

人
に
債
務

喜
賞
用
の

前
払

" あ
る
筋
合
K 
も

代
理
人
か
ら
そ
の
費
用
で
も
っ
て
す
る
完

全
な

誌

弁
済
を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
(
号
、
破
産
財
団
か
ら
一
般
破
産
債
権
者
と
し
て
割
合
的
な
満
足
を
受
け
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
と
で
、

雑

本
人
か
ら
前
弘
さ
れ
た
第
三
者
へ
の
債
務
弁
務
充
当
費
用
の
う
ち
一
部
の
み
が
債
務
の
弁
済
に
利
用
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、
そ
の
残
部

学

は
、
と
れ
を
破
産
財
団
に
保
持
さ
せ
て
お
〈
な
ら
ば
、
財
閥
は
不
当
利
得
を
ヲ
る
ζ
と
K
な
る
。

一
般
に
、
委
任
者
か
ら
受
任
者
に
質

法

用
目可
弘
治匂

あ
る
羽
合
に
お

て

i 
要事
処
郊

に
ま必

言
書
草
除
し
て
残
額
.戸

生
じ
れ
ば

受
任
者
tま
こ
れ
を

言
者
に

霊

戸

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
習
が

と
の
剰
余
費
用
の
返
還
は

一
種
の
不
当
利
得
の
返
還
で
あ
乙
。
と
ζ

ろ
で
、
右
の
代
理
人
破
産
の

神

場
合
の
不
当
利
得
は

代
理
人

" 破
産
し
た

葉
第

者
泊三

量
財
関
治3

ら

置
な
弁
済
を
得
ら
れ
な

こ
と
}ζ 

置
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
本
人
の
残
額
費
用
の
不
当
利
得
返
逝
債
椴
は
、
代
理
人
の
破
産
後
K
生
じ
た

auも
の
と
し
て
財
団
債
権
を
梅
成
す
あ
(
破
産
桧

凶
七
条
五
号
)
。

そ
こ
で
、
本
人
は

乙
の
残
額
賀
川
刷
を
破
産
手
続
に
よ
ら
ず
、
代
理
人
の
一
般
破
産
債
権
者
に
優
先
し
て
弁
済
を
受

け
る
と
と
が
で
き
る
(
周
四
九
五
O
買
)

こ
の
弁
済
皆
川
m
の
残
額
不
計
利
得
返
還
債
権
が
川
じ
た
総
闘
内
で
、
し
た
が
っ
て
ま
た
節

三
者
が
代
罪
人
(
破
屋
財
団
〉
カ
ら
満
足
を
受
け
ら
れ
な
い
償
緋
の
範
関
内
で
、

代
別
犯
人
伝
本
人
に
対
し
て
民
法
六
五

O
第
二
項
の
京

長
除
権
を

待。

と
κ 
な
り

第
= 
者
は

の

代
理
人
の
有
す
る

喜
解
除
権• A 
告
使
し
て
自
己
の

震
の
満
是

を
得
る
と



と
が
で
き
率
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
本
人
が
代
理
人
に
費
用
腕
払
を
し
た
後
、
し
か
も
後
者
が
第
三
者
に
債
教
弁
済
を
す
る
前

に
破
降
し
た
渇
合
に
も
、
大
き
く
本
人
の
利
益
を
犠
牲
に
す
忍
ζ
と
な
く
し
て
第
三
者
の
保
穫
を
ほ
か
る
ζ
と
が
で
き
忍
。

こ
の
間
じ
締
鎗
を
得
る
の
に

代
理
の
顕
名
主
義
か
ら
出
発
し
て
債
権
者
代
位
権
〈
間
長
辞
権
》
と
い
う
迂
絡
を
通
る
方
法
と
、

最

初
か

主
人
と
代
理
人
を
不
実
疋

書
襲
者

て
第

者
の
債
権
者
地

事
量
す

五
万2• 
与
れ
ほ

後
者
の

簡
単
明
暗
さ
は

大
い
に
考
慮
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
S
}

商
法
五
O
四
条
は
、
第
三
者
の
債
権
者
地
位
に
関
し
こ
の
こ
と
を
附
切
ら

商事代聞における非録名主務〈神的克明

か
に
し
た
も
の
と
解
し
う
る
。
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笑
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前
掲
士
ハ
三
一
七
三
一
頁
B
E照@

ハ
4U
も
っ
と
も
、
ョ
l
u
γ
パ
大
陸
法
の
代
理
の
顕
名
主
義
の
原
則
に
対
す
る
笑
米
法
の

65hhE08弘
司
B
9
-
E
の
詮
理
を
考
え
る
楊
r
合、

そ
れ
は
、
大
陸
法
が
契
約
巴
お
け
る
零
不
さ
れ
た
意
思
を
孟
視
す
る
の
に
対
し
、
笑
米
棒
で
は
幽
霊
契
約
の
布
効
要
件
と
し
て
約
図

(
8
2仏
E
安
旦

が
問
題
と
き
れ
る
ζ

と
に
韮
因
す
る
の
か
も
し
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な
い
@
富
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え
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M
g
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i

〈5
〉
我
妻
債
権
各
論
巾
は
六
八
一
貫

'" 

(40)
一
般
に
受
任
者
の
安
住
者
に
対
す
る
責
任
解
除
権
が
執
行
可
能
な
こ
と
に
つ
し
て
は
大
判
昭
和
四
年
九

M
一
一
六
日
民
集
八
巻
一

O
号
七
孟
O

頁
、
兼
子
判
例
耕
究
判
例
民
事
法
昭
和
周
年
一
一
一
一

o
=一
一
一
頁
‘
夜
婁
締
雀
各
論
中
旬
六
八
一
ニ
頁
@

《

7
V
桜
塚
債
権
者
代
位
継
の
研
究
一
回
一
一
四
一
一
頁
、
我
妻
新
町
債
権
緒
論
一
七
-
頁
、
柏
木
判
例
便
織
法
絵
鎗
一
九
八
買
a

ハ8
〕
第
三
者
の
債
権
者
代
位
楢
の
行
使
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
他
の
債
纏
者
と
の
満
足
の
麓
合
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
厳



" 
，.， 

慣
に
は
、
優
先
と
い
う
こ
L

と
は
最
初
か
ら
問
題
と
な
り
え
な
い
@

〈

9
)
ζ

の
点
で
華
字
前
掲
三
二
頁
が
、
「
費
用
論
弘
前
求
権
又
除
東
だ
第
士
一
心
者
に
弁
済
を
し
芳
し
く
は
執
行
を
受
け
な
い
以
前
に

mbら
れ

るみ
X
ゐ
思
植
が
譲
渡
し
得
る
か
柱
、
頗
る
疑
問
で
は
あ
る
が
、
寧
ろ
比
の
街
求
権
除
、
委
荏
事
殺
処
理
の
為
の
資
金
で
あ
り
委
託
者
の
信
頼
を
保
穫
す
る

上
か
ら
其
回
向
上
磁
波
不
簡
の
も
の
k
湾
ふ
べ
き
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
窪
め
て
示
唆
w
h
k
む
@

《
柏
山
)
こ
の
よ
う
な
寿
え
方
に
つ
い
て
は
、
〉
自
民
ご
玄
広
4
z
a
S
2
a
o
p
語、己陶
E
B
斗
。
語
句
g
R
H
V瓦
官
邸
同
容
照
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av第
三
者
が
代
理
人
に
対
し
て
有
す
る
債
権
が
脱
帽
宰
物
引
渡
債
権
で
あ
り
、
そ
の
弁
演
の
た
め
本
人
か
ら
代
聖
人
に
特
定
物
の
引
濯
が
な
さ
れ
た

場
合
に
は
、
代
理
人
は
そ
の
特
定
弱
に
つ
き
占
有
権
を
持
つ
が
所
有
績
を
も
つ
も
の
で
は
な
し
か
ら
、
第
士
一
者
は
そ
の
特
定
物
の
引
滋
を
求
め
る
と
と

能
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る
・

11 
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国

代
理
意
思
存
否
の
決
定

商
事
代
理
佐
お
い
て
は
、
代
理
人
が
代
理
関
係
を
表
示
せ
ず
に
第
三
者
と
の
問
に
一
司
為
を
し
た
場
合
に
も
、
第
三
者
と
本
人
と
の
閑

に
重
掩
の
法
律
関
係
が
ヰ
し
る
と
と
を
認
め
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
、
代
理
関
係
の
塁
不
の
な
い
場
合
の
代
理
人
の
代
現
意
思
が
い
か

に
し
て
確
定
さ
れ
る
か
を
検
討
し
た
く
て
は
な
ら
な
い
。
商
事
代
理
に
お
い
て
も
、
代
理
行
為
の
成
立
を
認
め
う
る
た
あ
げ
札
は
、
代
理

人
K
代
理
権
が
あ
る
と
共
に
代
理
意
思
の
あ
る
と
と
を
必
要
と
す
る
(
1
3

前
述
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
竹
同
漕
士
に
よ

と
こ
ろ
守
、

コ
て、
代
理
@ 

非
頭
名

喜
を
認
ゆ

る
な

ら
ば

行
為
者

.' 代
理
た
る
」

と
を
相
手
方
に

示
さ
ず
自己

取
引
し
た

豊
田

で
も

代
理
人
に



哩

代
百
四
意
思
き
え
あ
れ
ば
代
理
と
な
る
ζ

と
に
な
る
の
で
あ
る
う
が
、
代
理
人
の
内
部
意
思
の
み
に
よ
っ
て
代
虚
と
な
り
或
は
近
ら
ず
と

す
る
と

と
は

実
際
上
は
代
理
人
の
主
張
次
第
で
其

ず
れ

i 
な
る
こ

と
と
な

り
益
だ

し

宮
の
安
全

喜
す
る
と
し
て

代
理

忘
恩
巨
聞
返
し
て
非
顕
名
主
義
応
対
す
る
非
難
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
代
理
長
恩
の
表
示
の
な
い
槌
合
の
代
理
怠
恩
の
存
香
、

し
た
が
っ
て
代
理
行
為
の
成
否
の
決
定
を
後
の
代
地
人
の
主
似
と
か
か
ら
せ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
取
引
の
安
全
を
容
す
る
も
の
で
あ
リ
、

そ
の
と
と
を
総
め
る
よ
う
な
比
鮮
は
到
底
容
泌
す
る
こ
と
抵
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
代
理
人
の
内
心
の
芯
思
で
あ
る
代

商事代理における非厳名主鰻〈神鴻克郎)

理
忘
恩
の
存
合
の
決
定
を
客
観
的
事
滑
に
か
か
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

一
艇
に
行
為
者
は
義
務
に
従
っ
て
行
為
を
す
る

と
認
め
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
そ
の
通
常
の
誠
実
な
芯
包
が
推
定
さ
れ
る
か

b
、
本
人
か
ら
一
定
の
行
為
を
す
る
委
揺
を
受
け
か
つ
代

理
権
授
与
を
交
け
た
代
理
人

" 霊
事
項
に

該
当
す
る
行
為
を
し
た
場
合
l三

" 、
本
人
の
為
i亡
し
よ
う
と
の
忠

号
も
っ
て
そ
の
行
為

を
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
a

す
な
わ
ち
、
本
人
と
代
理
人
問
の
内
部
関
係
は
、
代
理
人
の
代
理
玉
意
思
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
反
す
る
代
理
人
の
内
心
の
意
思
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
行
為
者
の
そ
の
時
の
金
錨
度
か
ら
代
理
人
が
本
人
の
た
b
k
し

て
い
な
い
と
と
が
明
ら
か
な
場
合
以
外
は
、
代
理
人
の
本
人
に
対
す
る
義
務
は
刈
」
然
に
、
代
男
人
の
代
現
恕
忍
を
推
定
き
せ
る
(

2

)

U

そ
と
で
、
代
理
人
の
行
為
が
本
人
の
た
仏
り
に
な
さ
れ
忍
も
の
で
あ
る
、
L
C
信
ず
べ
き
正
当
な
理
由
が
第
三
者
に
あ
り
、
代
理
人
に
於

て
後
日
代
理
意
思
が
な
か
っ
た
と
と
を
主
張
す
忍
の
が
禁
反
首
の
原
則
に
よ
り
認
ぬ
り
ら
れ
な
い
場
合
ハ
旦
は
民
法
一

O
O条
に
従
っ
て

直
接
本
人
と
第
三
者
間
K
法
律
調
係
の
成
立
が
認
あ
ら
れ
る
の
は
勿
論
の
と
と
で
あ
る
が
、

第
三
者
と
の
行
為
締
結
の
際

2
)
反
対
に

解
す
ベ
ぎ
事
情
が
存
し
な
い
限
り
代
理
人
は
、
本
人
か
ら
の
委
屈
さ
れ
た
行
為
を
代
理
怠
息
を
持
っ
て
生
し
た
も
の
と
仇
協
定
さ
れ
る
。

会
社
代
表
者
な
い
し
は
支
配
人
が
、
会
社
所
有
の
物
な
い
し
常
業
所
所
有
の
物
を
、
会
社
の
た
め

X
は
偉
業
主
の
た
め
に
す
Z
ζ

と
を
一

T
C
T陀
他
に
売
却
し
た
場
合
医
お
い
て
も
、
そ
の
契
約
締
結
時
の
客
観
的
事
情
か
ら
反
対
に
解
さ
れ
ぬ
限
り
、
会
社
又
は
営
業

拙

主
の
た
め

κし
た
と
み
な
き
れ
る
九
三
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V
第
三
者
と
の
行
為
時
以
後
の
事
命
、
例
え
ば
、
そ
の
後
代
理
人
が
売
碍
金
を
自
己
の
た
ゐ
に
費
消
し
た
と
い
勺
士
事
情
は
代
盟
意
思
の
判
断

に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
て
は
な
ら
な
し
。
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ハ
5
V
し
た
が
っ
て
前
出
の
二
の
同

ωの
綱
決
は
代
理
意
思
の
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
の
亙
当
性
が
相
当
に
疑
が
わ
し
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

誌

同

喜
構
成

雑

代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
さ
ず
に
第
三
者
と
締
結
し
た
契
約
に
基
因
す
る
、
第
三
者
に
対
す
る
債
権
者
地
位
に
闘
し

学

て
は

代
理
人
で

は
な

本
人
治い

債
権
を
取
得
す
る
と
解
す
o 
の
治宝

わ
カミ

壁
説
の

霊
説
で
あ
る
泊、

れ

は

代
理
の
顕
名

言

法戸

を
採
用
す
る
独
仏
の
立
場
か
ら
は
と
う
て
い
是
認
さ
れ
え
な
い
結
論
で
あ
あ
の
み
な
ら
ず
臣
告
R
r
E】
嗣
吉
田

2
官目、

の
法
理
を
認
め

神

る
英
米
法
の
立
ね
明
か
ら
《
み
も
そ
の
結
論
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合
に
是
認
さ
れ
え
ず

き
た
当
事
者
の
利
害
関
係
衡
量
か
ら
は
、
妥

当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
L

と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
る
で
、
商
法
亙

O
四
条
但
書
闘
が
、
代
理
人
と
契
約
を
締
結
し
た
第
三
者

の
債
総
者
地
位
花
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
第
=
者
が
代
理
の
事
実
を
知
ら
な
い
と
き
は
、
代
謝
野
人
も
又
第
=
者
に
対
し
て
債
権
履
行
の

誌
を
負
う
と
し
て

代
理
関
係
を
知
ら
す昌

代
間

人
の
イJ
m 
を
信
頼
し
て
契
約
手

話
給
し
た

第

者

iま

後
日
の

そ
o 
出
却

に
よ
っ
て

不
利
益
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
お
。

第
三
者
が
後
日
の
本
人
出
現
に
よ
っ
て
不
利
益
な
取
級
を
受
け
て
は
な
ら

な
い
と
②
配
慮
が
第
三
者
の
債
権
者
地
位
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
債
務
者
地
位
に
つ
い
て
も
同
様
に
必
要
な
と
と
は
、

英
米
法
の

E
a切れ甘
ω
&

宮
室
の
法
欄
躍
の
倹
討
に
よ
り
叉

H
の
刺
益
衡
量
の
検
討
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
と
乙
る
で
お
る
。

そ
う
で
あ



可

る
と
す
る
な
ら
ば、
第

者
の

E 
者
地
位
k 
院
し
て

代
理
院
係
ピ
っ
き

普
芯
侃

ま
の
ちわ
= 
者
を
保
護
す
る

商
法
E 
O 
四
条
は

浮ー

の
債
務
者
l広
位
6ど
闘
し
ι 
も、
本
人
出
:!lJ 
に
よ
っ
て
第

者
は
不
利
益

喜
It 
で
は
な
ら
な
b、
と， ， 
う
も

p:t 
で
第

者
を
係

予
て

ι1 
る
と
も1

う
べ
く

2事

者
治、

代
理

っ
き

塁
側
j位

失
の
場
介、
代
J'I! 

人
の

契
j絢
に
よ
り
第

者

" 対
し
C 

" ;~& 

躍
を

" j-~ 

す
る

の
は
、
本
人
で
は
な
く
代
矧
人
の
み
で
あ
る
と
附
す
べ
き
で
あ
る
g

す
な
わ
ち
、
小
町
谷
博
士
の
い
わ
れ
る
如
く
、
商
事
代
弁
に
お
い

て
も
、
商
法

Z
1
0四
条
を
組
拠
に
本
人
の
側
か
ら
代
史
行
為
の
成
主
を
主
吾
し
え
な
い
宮
)
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

商支{tnにおける非額名主義〈神的克向〉

商
法
王

O
四
条
の
解
釈
と
I
J
て
、
初
三
者
の
鎖
社
者
地
位
に
閲
し
て
も
ま
た
、
木
人
で
ほ
な
く
代
理
人
の
み
抗
債
務
を
負
担
す
る
と

すヲ匂引肌仰
r
が
あ
る
と
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
名
。
し
か
し
、
か
か
る
見
伽
は
、
第
三
者
は
、
代
環
関
係
不
知
の
必
合
代
理
人
に
対

し
て
履
行
の
府
茨
木
一
泊
す
を
妨
げ
ず
、
と
し
て
当
然
K
釦
三
者
が
本
人
の
主
任
を
追
及
し
う
Z
ζ
と
を
前
鑓
と
し
て
い
る
同
制
定
の

X

古
に
調
和

ν
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
同
規
定
の
文
言
K
従
い
、
本
人
と
代
創
人
の
一
小
刻
正
連
帯
債
務
者
と
し
て
の
地
位
を
秘
め
る
と
と

が
よ
り
正
誌
の
達
成
に
介
殺
す
る
と
こ
る
か
ら
す
れ
ば
、
と
り
え
な
い
と
こ
る
で
あ
り
、
第
三
お
が
代
瑚
人
の
本
人
の
た
め
に
す
る
と

Uニ
に
η 

き
魯
J.:r 
燥
地
失
偶

あ
る
場
A 

1: 
iま

"三人
2え
ぴ
代
1耳!
人
が

" 者
，c 
約
し
て
不
正L，c 
ま
佼
務
を
負
担
す
る
と
m 
ード

9 

べ
き
で

あ

る
L

そ
と
で
、
失
氷
訟
の

S
子

Z
Z
E
百
三
壱
同
日
の
法
川
広
閲
す
る
英
米
の
多
数
の
判
例
の
立
必
と
異
な
り
、
仙
川
三
者
は
、

そ
の

備
位
の
治
問
足
ま
で
本
人
及
び
代
冗
〈
の
民
仔
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
不
見
正
一
泊
帯
仮
警
と
い
作
殺
の
出
辿
に
っ
し
と
は
、
わ
が
川
で
は
一
般
に
、
不
思
Tr
辿
帯
州
出
務
者
相
互
の
刑
に
お
作
自
の
負
un

部
分
な
る
も
の
が
池
め
ら
れ
な
い
ζ
と
か
ら

M
V阻
連
帯
俄
務
に
関
す
る
民
&
凶
三
六
条
一
一
項
の
刷
定
の
(
類
推
)
適
用
は
な
い
も
の

と
J

て、

一
方
の
悩
務
若
が
加
wf
脅
か
ら
版
行
の
請
求
そ
そ
け
た
似
合
そ
の
位
務
者
は
、
他
の
債
務
者
が
僑
柿
者
に
対
し
て
有
す
る

反
対
債
権
を
主
張
し
て

そ
の
反
対
債
依
の
額
叱
つ
い
て
も
履
行
の
請
求
を
刻
み
得
な
い
も
の

G
Mし
て
い
る
(
S
Y

そ
こ
で
、
こ
の

以 5

E 
w! 
に

そ
の
ま
ま
よ
る
と、
第
三

者
か
ら
の
願
行
請
求
を
受

け
た
メト

人

は

代
怒
人
の
館

者
i三
対
す
る
反
対

需
を
主
慢

し
て
隊
本7



捕

を
抱
絶
し
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
か
ら
の
請
求
を
受
け
た
代
理
人
は
、
本
人
の
第
三
者
に
対
す
る
反
対
債
権
を
主
事
し
て
履
行

を
拒
絶
す
忍
と
と
を
得
な
い
と
と
に
な
る
。
本
人
が
第
三
者
か
ら
請
求
を
受
け
た
場
合
、
代
理
人
の
第
三
者
に
対
す
る
反
対
債
権
で
も

っ
て
履
行
を
拒
絶
し
得
な
い
こ
と
は
、
第
三
者
を
有
利
に
取
扱
う
と
と
に
は
な
名
が
、
木
人
か
ら
代
混
入
ヘ
費
用
前
拡
が
な
い
場
合
に

反
対
の

警
を
採
っ
た
際
の

喜
闘
係
の

錯
綜
を
考
慮
す
る
な
ら
}ま
是
認
し
う
る
と
に
る
で
あ
る
が

館

者
方事

ら
代
理
人
へ
の
請
求

に
対
し
て

代
理
人
が

ま
の
第

者
に
対
す
る
反

対
債
権
を
主
張
し
て
履-" を
拒
絶
し
え
な
む、

点
は

霊
的
に
は

本

人
の

債
務

保
証
債
務
に
お
V
て
は
、

xv 

は
主
債
務
で
あ
り
、
代
理
人
の
償
葛
は
保
証
債
替
の
関
係
に
あ
り

2
1

人
は
、
主
債
務
者
の
債
権
者
に
対
す
る
反
対
債
権
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主
冒
し
て
履
存
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拒
絶
す
る
こ
と
が
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き
る
ハ
民
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四
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項
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